
と
も
に
生
き
、
と
も
に
育
む
ま
ち

歴
史
と
文
化
が
く
ら
し
の
中
に
息
づ
く

�新
斑
鳩
の
里
�

２	

松
山
市
と
斑
鳩
町

	

「
観
光
・
文
化
交
流
都
市
協
定
」
締
結

３	

町
民
体
育
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

４	

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
の
ま
ち
を
め
ざ
し
て

６	

ま
ち
の
話
題

９	

い
に
し
え
の
風 

〜
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
〜

10	

選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す

12	

パ
ゴ
ち
ゃ
ん
の  

地
球
と
な
か
よ
し

13	

平
成
28
年
度
版　

斑
鳩
町
主
要
公
共
施
設
一
覧

14	

斑
鳩
町
役
場
の
窓
口
案
内
図

16	

い
か
る
が
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ

17	

学
習
支
援
事
業（
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
）を
は
じ
め
ま
す

18	

ま
ち
の
情
報

25	

町
の
指
定
ご
み
袋
交
付
場
所
の
お
知
ら
せ

26	

ほ
け
ん
だ
よ
り

28	

図
書
館
だ
よ
り

2 0 1 6

４
No. 607

いかるが

「大勢の人でにぎわうステージイベント」

「大にぎわいの物産展」

「盛り上がる！松山市の野球拳」

大盛況！
みんな楽しく、
　おいしく、
　　大にぎわい！

～ 聖徳太子市 ～



松
山
市
と
斑
鳩
町
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聖
徳
太
子
や
正
岡
子
規
と
ゆ
か
り
の
あ
る
ま
ち
と
し
て
交
流
を
深
め
て
き
た
、
愛
媛
県

松
山
市
と
斑
鳩
町
は
、
さ
ら
な
る
連
携
・
協
力
を
行
い
、
両
市
町
の
発
展
と
魅
力
発
信
に

つ
な
げ
る
た
め
、「
観
光
・
文
化
交
流
都
市
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

２
月
20
日
、
法
隆
寺
寺
務
所
で
行
わ
れ
た
調
印
式
で
は
、
法
隆
寺
の
大
野
玄
妙
管
長
、

中
宮
寺
の
日
野
西
光
尊
ご
門
跡
に
よ
る
立
会
い
の
も
と
、
斑
鳩
町
の
小
城
利
重
町
長
と
松

山
市
の
野
志
克
仁
市
長
が
協
定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
協
定
締
結
を
記
念
し
、
松
山
市
か
ら
市
の
花
で
あ
り
、
聖
徳
太
子
と
ゆ
か
り
の

あ
る
、
椿
の
苗
木
が
、
法
隆
寺
、
中
宮
寺
、
斑
鳩
町
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

「
観
光
・
文
化
交
流
都
市
協
定
」
締
結

松
山
市
と
正
岡
子
規
・

聖
徳
太
子
の
ご
縁

　

松
山
市
は
「
柿
く
へ
ば　

鐘
が
鳴
る
な

り　

法
隆
寺
」
の
代
表
句
で
知
ら
れ
る
正

岡
子
規
の
出
身
地
で
す
。
子
規
が
松
山
か

ら
東
京
に
向
か
う
旅
の
途
中
、
奈
良
に
立

ち
寄
り
、
法
隆
寺
で
こ
の
代
表
句
を
残
さ

れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
旅
が
事
実

上
、
子
規
の
最
後
の
旅
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
も
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
松
山
市
に
は
、
そ
の
昔
、
聖
徳

太
子
が
行
啓
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
道
後

温
泉
が
あ
り
ま
す
。
太
子
が
、
５
９
６
年

に
松
山
市
の
道
後
を
訪
れ
た
際
、
椿
が
咲

き
誇
る
風
景
と
良
質
の
温
泉
を
寿
の
国
、

「
寿
国
」
と
賞
賛
さ
れ
、
そ
の
ご
縁
で
松

山
市
の
花
は
椿
、
道
後
温
泉
本
館
の
近
く

に
あ
る
姉
妹
湯
を
「
椿
の
湯
」
と
さ
れ
、

聖
徳
太
子
の
碑
文
を
刻
ん
だ
石
碑
も
置
か

れ
て
い
ま
す
。

松
山
市
と斑

鳩
町
の
縁
・
交
流

　

こ
の
よ
う
に
、
松
山
市
と
斑
鳩
町
は
、

正
岡
子
規
や
聖
徳
太
子
に
ゆ
か
り
を
持
つ

縁
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
交
流
を
深
め
て

き
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
に
、
正
岡
子
規
を
ゆ
か
り
と

し
た
、
松
山
市
の
俳
句
ポ
ス
ト
を
法
隆
寺

ｉ
セ
ン
タ
ー
な
ど
町
内
３
か
所
に
設
置
さ

れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
相
互
送

客
や
販
路
拡
大
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性

化
を
目
的
に
、
各
種
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活

動
や
営
業
活
動
の
相
互
協
力
な
ど
に
よ
り
、

観
光
・
文
化
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

今
後
の
さ
ら
な
る
連
携
・

協
力
に
向
け
て

　

平
成
29
年
は
、
正
岡
子
規
の
生
誕
１
５

０
年
、
平
成
33
年
は
聖
徳
太
子
１
４
０
０

年
御
遠
忌
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、よ
り
一
層
連
携
・

協
力
し
、
観
光
・
文
化
交
流
を
行
う
こ
と

で
、
斑
鳩
町
と
松
山
市
の
発
展
・
振
興
、

魅
力
発
信
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
今
回

の
観
光
・
文
化
交
流
都
市
協
定
が
締
結
さ

れ
ま
し
た
。

　

聖
徳
太
子
と
正
岡
子
規
の
ご
縁
を
大
切

に
し
、
両
市
町
の
観
光
・
文
化
交
流
を
さ

ら
に
深
め
て
い
く
た
め
、
今
後
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

町内に設置された俳句ポスト

聖徳太子とゆかりある松山市の道後温泉



3 2016.4.  広報 

開会式　午前9時15分～
斑鳩健民運動場

※予定時刻は競技開始時刻です。
　（　）はコール予定時刻ですので、参加される人は本部席西側に集合してください。
　進行状況により競技開始時刻が前後する場合がありますのであらかじめご了承ください。
※会場には一般の人の駐車場はありません。徒歩または自転車でお越しください。
　またシャトルバスを運行しますのでご利用ください。（くわしくは、自治会回覧などをご覧ください）
※雨天の場合は中止します。中止の決定は午前6時に行い、午前7時までに各地区代表者に連絡します。
　�また、前日までに雨天およびグラウンド状態が悪いなど、大会を実施できないと判断したときは、事前に
中止する場合があります。

【大会プログラム】＊太字は、申し込みなしで参加できます。ふるってご参加ください。

№ 種　　　目 区　分 予定時刻
（コール） № 種　　　目 区　分 予定時刻

（コール）

1 綱引き
（1回戦）

男女混合
地区別対抗
申込制

9
（9

：
：

45
35） 9 幼児かけっこ 就学前児童

当日参加可
13

（12
：
：

00
45）

2 小学生綱引き
小学生
合同地区別対抗
申込制

10
（9

：
：

15
55） 10 ハリケーン

競争
男女混合
申込制

13
（12

：
：

10
50）

3
ターゲット・
バードゴルフに
挑戦 !!

高齢者
（60歳以上）
当日参加可

10
（10

：
：

35
15） 11 自動車リレー

登録スポーツ
クラブ
申込制

13
（13

：
：

20
00）

4 おさんぽ
コロコロ

3歳以上～
小学校低学年
当日参加可

10
（10

：
：

50
25） 12 グラウンド・

ゴルフに挑戦 !!
高齢者

（60歳以上）
当日参加可

13
（13

：
：

35
15）

5 デカパン
風船割りリレー

男女混合
申込制

11
（10

：
：

05
40） 13 綱引き

（準決勝）
男女混合
地区別対抗
申込制

13
（13

：
：

45
25）

6 玉入れ 男女混合
申込制

11
（11

：
：

20
00） 14 大玉転がし

3歳以上～
小学校低学年
と保護者
当日参加可

14
（13

：
：

00
35）

7
小学生登録
スポーツクラブ
対抗リレー

小学生登録
スポーツクラブ
申込制

11
（11

：
：

35
15） 15 400ｍリレー

（決勝）
男女
地区別対抗
申込制

14
（13

：
：

15
55）

8 400ｍリレー
（予選）

男女
地区別対抗
申込制

11
（11

：
：

55
35） 16 綱引き（決勝）

男女混合
地区別対抗
申込制

14
（14

：
：

20
00）

昼食
阿波踊り（10分）
いかるが音頭（10分）
チアリーディング（10分）
トリム体操演技（10分）

12：00
閉　　会　　式 全　　員 14：45

終　　　了 15：00

地域団結！地域の“絆”を深めよう

4月17日（日）

第58回 斑鳩町民体育大会
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斑鳩町では、ごみ袋の中身を検査する
「ごみ質検査」を毎年実施しています。
・正しく分別されているか
・リサイクルできるものがないか
を調査しています。

◎良好‼
可燃性ごみの中身は！？
　一番多いのは 生ごみ です。

なんと　　　　　　　　も入っていました。
（昨年度は７３．０％）

生ごみはリサイクルできる‼
　斑鳩町では、生ごみと枝葉・草類を利用したい肥
をつくっています。
その名も・・・完熟堆肥「斑鳩の環

わ

」

　現在、モデル的に実施している生ごみ分別収集は、
約60自治会、約5,000世帯の人に取り組んでいた
だいています。

20ℓ入　200円
虹の家で販売中

あなたの地域で生ごみ分別をはじめてみませんか？
自治会単位でお申し込みください。
自治会内の一部の世帯（10軒程度）からでも、参加
していただけます。

可燃性は98.4％。
正しく分別されている
ことがよく分かります。

■ 家庭可燃ごみの検査結果

H26 H27

（％）

有害等

不燃性

可燃性

0

20

40

60

80

100

H26 H27

（％）

0

20

40

60

80

100

その他

木・竹・わら

繊維類

紙類

生ごみ

ゼロ・ウェイストとは
浪費やムダをなくそう！
という意味だよ♪
つまり、ごみゼロのことだね。

70.5％ 

枝葉・草類 生ごみ

たい肥

たい肥化処理②たい肥化処理①

➡ ⬅

⬇

ご
み
を
燃
や
さ
な
い
、

　埋
め
立
て
な
い
ま
ち

　
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
を
め
ざ
し
て

　

斑
鳩
町
で
は
、
美
し
い
・
住
み
良
い
町
を
次
世
代
に
受
け
継
い
で
い
く
た
め
に
、
環
境

に
良
い
循
環
型
社
会
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
3
月
末
で
町
内
の
焼
却
場
を
廃
止
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
「
ご
み
を
燃
や

さ
な
い
、
埋
め
立
て
な
い
ま
ち
（
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
）」
を
め
ざ
し
て
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

環
境
対
策
課
（
☎
内
線
１
３
３
）

現在のごみの状況

分別状況は
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分別のひと手間は増えますが、いいこともあるんです！

可燃ごみ袋代が節約できます！　　　　　　　　町のごみ処理費用も削減できます！

　環境対策課まで、住所・氏名・
電話番号・排出場所をお知らせ
ください。
　水切りバケツは無料で配布し
ています。

⃝所定の場所まで運ぶことがむずかしい人
　　→自宅で処理ができて、便利です。
　※購入には、町の補助金制度もあります。
　　詳しくは環境対策課へお問い合わせください。

■ 生ごみ処理機（自家処理）を検討してみませんか？

●家庭（４５ℓで捨てている場合） ●斑鳩町（全世帯が生ごみを分別した場合）
可燃ごみの中身の約70％が生ごみなので、
なんと14ℓまで可燃ごみの量は減ります。

45ℓ：１枚あたり45円
20ℓ：１枚あたり20円

※可燃ごみ袋が へから

ということは‼
【１年間】約2,600円も節約できます。

25円 
の節約

燃やすよりたい肥化の方が処理費用が安い。
１トンあたり約１万５千円も違います。

可燃ごみのまま処理した費用
　約６，４００万円
生ごみ分別した費用
　約３，６００万円

　平成26年度実際にかかった可燃ごみ処理とた
い肥化費用で比べると約21％も削減できます。

　　　　各種事業の継続・充実につながります。

約2,800万円 
の削減

収集専用容器設置場所 排　出　日
①斑鳩町役場 いつでも排出できます
②中央公民館

月・木曜日（午前10時まで）
③生き生きプラザ斑鳩
④いかるがホール
⑤西公民館
⑥東公民館 火・金曜日（午前10時まで）

⑦衛生処理場 平日、第２土曜、第４日曜
午前８時30分～午後３時30分

さらに

すでに、生ごみ分別をはじ
めている人は、お友達やご
近所に教えてあげてね！！

生ごみを完全に分けるな
んて大変。
忙しくて毎回捨てるのも
むずかしいし…

はじめから、完全に分けなくても、できるときだ
けで大丈夫なのよ。
忙しいときは、今までどおり可燃ごみの袋に入れ
てもいいのよ。ごみ袋に入れるか、水切りバケツ
に入れるかの違いね。

水切りバケツを買うにも
お金がかかるし、どこに
生ごみを出したらいいの
か分からないよ。

水切りバケツは役場でもらえるわよ。
自治会単位だけでなく個人でも参加できるのよ。
下記の公共施設に回収ボックスがあるから、出し
やすいところに入れるだけ。

大 小

環境にもお財布にもやさしい生ごみ分別

さあ生ごみ分別をはじめてみよう！！

はじめ方
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んなの力で　まちをきれいに！
～ ポイ捨て禁止啓発看板の設置 ～

2 / 2 5 ・斑鳩西小学校

　斑鳩町をポイ捨てごみのないきれいなまちにす
るために、斑鳩西小学校４年生手作りのポイ捨て
禁止啓発看板が竜田川沿いに設置されました。
　作成に参加した子どもたちは、どうすればポイ
捨てごみをなくすことができるかについて、授業
のなかで話し合い、「出かけた先でごみが出ても、
家に持ち帰ってリサイクルに出す」「清掃活動に
参加する」などの意見が出されました。
　どの作品も心をこめて描かれており、まちから
ポイ捨てごみを減らすことができそうです。

み鳥の地から　聖徳太子を知る
～ 第20回　太子の日フォーラム ～

　聖徳太子のご命日にあたる２月２２日を「太子の
日」とし、太子の和の精神を現代の視点から問い直
し、後世に伝えることを目的に、「太子の日フォー
ラム」がいかるがホールで開催されました。
　今年は、「聖徳太子－飛鳥に足跡をたどる－」と
題して、東京学芸大学名誉教授の木下正史先生によ
る講演が行われました。
　木下先生は、飛鳥における聖徳太子の政治・業績
や、飛鳥寺の発掘、百済大寺（吉備池廃寺）の発見
などについて、日本考古学の観点から、幅広い内容
で、わかりやすく
話され、訪れたた
くさんの歴史ファ
ンは、聖徳太子と
飛鳥について、思
い巡らしながら、
熱心に聞き入って
いました。

飛

くさんの笑顔が溢れた、斑鳩町最大の物産展の祭典 !!
～ 聖徳太子市　～斑鳩町に各地名産届きます～ ～
2 / 2 0 、2 1 ・法隆寺観光自動車駐車場

　斑鳩町の冬の風物詩となった、物産展の祭典が今年もにぎやかに開催
されました。
　地元の名産品はもちろん、友好都市や交流都市をはじめ、今年は、新
たに、本町と同じく世界遺産を有する北海道知床、静岡県御殿場市、そ
して映画「男はつらいよ」のロケ地のつながりから佐賀県小城市に出店
していただき、全国各地の「食」を体験できる２日間となりました。ま
た、会場には、愛媛県松山市長、北海道斜里町長、和歌山県上富田町長、

滋賀県愛荘町長、佐賀県小城市長にお越しいただき、聖徳太
子市の盛大なる開催に花を添えていただきました。
　また、ステージイベントでは、斑鳩中学校によるダンスで
幕開けし、法隆寺数え歌、ゆるキャラ SHOW!!、挑戦 !! 和を
以て貴しと為す、松山市郷土芸能「野球拳」大会、聖徳太子
に挑戦 !! など、子どもから大人まで、たくさんの笑顔があふ
れる一日となりました。

た

2 / 2 2 ・いかるがホール

▲ 楽しいおもちつき

▶ 

知
床
物
産
展

▶
斑
鳩
中
学
校
の

　

ダ
ン
ス

　
　

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　

ゆ
る
キ
ャ
ラ

◀　
　

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
‼
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鳩町の“食”の魅力を新潟にお届け！！
～ 第24回にいがた 冬 食の陣・当日座 ～

2 / 1 3 、1 4 ・古町会場

　新潟市内４会場にて、新潟県内の“おいしいも
の”が集まる「にいがた 冬 食の陣“当日座”」に、
３年連続で斑鳩町が出店しました。
　食の陣と同時に「春節祭（旧正月を祝う中国最
大のお祭り）」も開催され、全会場の来場者は約
25万人と大盛況でした。
　新潟市出身の曾津八一との関係から交流を深め
ている新潟市で、小城町長や初代斑鳩町キャンペ
ーンレディが斑鳩の特産品や観光資源をＰＲしま
した。
　米どころ、酒どころである新潟県では、奈良漬
が特に大人気で、「毎年、斑鳩町の奈良漬が楽し
みなんです。」とリピーターが年々増え、他にも
中宮寺門前そばや菜の花油などの特産品が存分に
ＰＲできる場となりました。

斑 茶会で　お点前披露
～ 茶道の体験学習　お茶会 ～

2/23・斑鳩西幼稚園、2/24・斑鳩東幼稚園

かわりを　決して持つな　暴力団
～ 第18回　安全と安心を守る町民の集い ～

3 / 6 ・いかるがホール

　町立斑鳩西幼稚園、東幼稚園では、茶道サークル
「和慶会」のみなさんのご協力により、年長児に「落
ち着いて物事に取り組む姿勢を養うこと」や「感謝
の気持ちや思いやりの心を育てること」また「伝統
文化を大切にする心情を育てること」などを目的と
した茶道の体験学習を取り入れています。
　23日、24日のお茶会では、園児らが茶せんを使っ
てお茶を点て、保護者に振る舞ったり、基本どおり
のお辞儀をしたりと見事な作法を披露しました。
　園児らは「自分たちで点てたお茶をお父さん・お
母さんに飲んでもらってうれしかった。」と話して
いました。

　犯罪のない明るく住みよいまちをめざして、第
18回安全と安心を守る町民の集いが、いかるが
ホールで開催されました。
　「最近の暴力団情勢等について」をテーマに、
奈良県警察本部刑事部組織犯罪対策第２課　暴力
団対策官の白樫 孝雄さんによる講演では、近年、
暴力団は企業活動を仮装し、一般社会での資金獲
得活動を活性化させている現状などが紹介され、
暴力団に対
する日ごろ
からのより
一層の注意
が呼びかけ
られていま
した。

お

か

化・習慣の違う人たちを理解しよう
～ 児童と留学生の国際交流 ～

2/4・斑鳩西小学校、2/18・斑鳩東小学校、2/25・斑鳩小学校

　言語や文化、習慣が異なる国の人たちと直接触れ
あうことで、相手を理解することの大切さを知って
もらおうと、斑鳩町内の各小学校の児童を対象に、
男女共同参画社会推進グループ「いかるが KAIGI」
のみなさんにより「児童と留学生の国際交流」が行
われました。
　留学生たちから母国の
話を聞いたり、一緒に
踊ったり、家庭料理をつ
くったりすることで、さ
まざまな国の文化を体験
的に理解できる機会とな
りました。

文
▲物産展のようす ▲�華やかな春節祭の

ステージ

▲ 斑鳩西幼稚園 ▲ 斑鳩東幼稚園

▲ 斑鳩東小学校

▲ 斑鳩西小学校

▲ 斑鳩小学校
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たなチャレンジ　観客を魅了！
～ 男女共同参画社会づくりセミナー ～

2 / 2 7 ・いかるがホール

　男女共同参画社会推進グループ「いかるがＫＡ
ＩＧＩ」の主催で、「今までのわたし、そして未
来をみつめて挑戦するわたし！」と題した、ミュー
ジカル講談が開催されました。
　出演は、旭

きょく

堂
どう

南
なん

桜
おう

さん（桜花昇ぼる・斑鳩町観
光大使、元ＯＳＫ日本歌劇団トップスター）で、「難
波戦記異聞－幸村の娘と小十郎－」と、歌による
華麗なショーの二本立ての内容で開催。
　未来をみつめて、講談に挑戦され、そして、そ
の後、歌による華麗なショーが披露され、観客の
みなさんは、素晴らしい演技とショーに魅了され
ていました。旭堂南桜・桜花昇ぼるさんの新たな
挑戦にみなさん感動され、そして、元気をもらっ
ているようすでした。

新

後まで力をあわせて　たすきをつないだ！
～ 第11回奈良県市町村対抗子ども駅伝大会 ～

　第11回奈良県市町村対抗子ども駅伝大会が馬見
丘陵公園で開催され、選手を代表し、斑鳩町選手団
から寺田穂香さん、林克樹さんが選手宣誓をつとめ、
総合14位、町の部では、第５位と健闘しました。
　駅伝の部では、第５区を走った林克樹さんが区間
第１位、タイムトライアルレースでは、阿部秋哉さ
んが第７位に入賞するなど、これまでの練習の成果
を発揮することができました。
　選手団全員が頑張ってきた思いを１本のたすきに
込めて元気いっぱいに走る姿に感動し、沿道にかけ
つけた人からも盛大な拍手が送られていました。

最

西最大級の寅のお祭りで斑鳩町をＰＲ !!
～ 信貴山寅まつり ～

2 / 2 7 、2 8 ・総本山信貴山朝護孫子寺境内

　２月は、「寅」の月と言われ、その寅のお寺であ
る信貴山朝護孫子寺で、「信貴山寅まつり」が盛大
に開催されました。
　寒空の中、斑鳩町をはじめとした生駒郡のブース
や屋台、寅まつり大法要、張り子の寅祈祷、白虎汁
ふるまい、張り子の寅絵付け体験など、さまざまな
イベントに、多くの参拝客は笑顔で満足したようす
でした。
　特に、今回は「食」のブースが多く出店し、寅の
パワースポット「信貴山」を思いっきり楽しめる２
日間となりました。
　また、小城町長は斑鳩町の特産品の PR だけでな
く、豊富な観光資源を PR し、積極的な誘客活動を
行いました。

関

3 / 5 ・馬見丘陵公園

んなで守ろう　町の河川
～ 清流復活大作戦 ～
3 / 6 ・町内河川

　町内を流れる大和川・竜田川・富雄川・三代川
の河川沿いで、６コースに分かれ、住民のみなさ
んや各種団体などの協力による清掃活動が行われ
ました。
　川をきれいにしようと、たくさんの人が集まり、
ごみを回収。河川沿いには、普段気がつかなかっ
たいろいろなごみが捨てられていました。
　みなさんの力で、川がきれいになりました。

み

▼ �小城町長も特産品を
PR！

▼ �最後まで楽しく走り
ました

▲ �パゴちゃんも会場を
盛り上げました！

▲ �力強い選手宣誓で
幕開け

▼ 歌による華麗なショー

▲ 迫力のステージ
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斑鳩文化財センター
（☎0745―70―1200）

※�「てんいち」とは、てん（英語の10）と、いち（１）を合わせて11（毎月11日は人権を確かめあう日）とい
う意味です。

平成28年度の斑鳩文化財センター行事予定
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昨
年
は
、
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー

が
開
館
し
て
５
周
年
と
い
う
節
目
の

年
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の

み
な
さ
ん
に
ご
来
館
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
月
号
で
は
、
平
成
28
年
度
に
予

定
し
て
い
る
展
示
会
な
ど
の
行
事
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

常
設
展

　

斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
、
藤
ノ
木

古
墳
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
、
通
常
は
、
金こ
ん

銅ど
う

製せ
い

馬ば

具ぐ

や
冠
か
ん
む
り、
履く
つ

な
ど
の
主
な
国
宝
藤
ノ
木
古
墳
出
土
品
の

複
製
品
60
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

春
季
特
別
展

　
「
樋ひ

口ぐ
ち

隆た
か

康や
す

展て
ん　

―
戦
後
の
日
本
考
古

学
の
歩
み
と
と
も
に
―
」
と
題
し
た
展
示

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
４
月
２
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
前
斑
鳩
町
文
化
財
活
用
セ
ン
タ
ー
長

の
樋
口
隆
康
先
生
は
、
三さ
ん

角か
く

縁ぶ
ち

神し
ん

獣じ
ゅ
う

鏡き
ょ
う

が

大
量
に
出
土
し
た
椿つ
ば

井い

大お
お

塚つ
か

山や
ま

古
墳
（
京

都
府
）
な
ど
、
多
く
の
発
掘
調
査
を
主
導

さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
樋
口
先
生
の
一
周

忌
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
先
生
が
使
用
さ

れ
て
い
た
調
査
道
具
や
研
究
ノ
ー
ト
な
ど

の
展
示
を
と
お
し
て
、
先
生
の
業
績
を
顕

彰
す
る
と
と
も
に
、
戦
後
の
日
本
考
古
学

の
歩
み
を
振
り
か
え
り
ま
す
。

秋
季
特
別
展

　

今
年
度
の
国
宝
藤
ノ
木
古
墳
出
土
品
の

里
帰
り
展
示
と
し
て
、「（
仮
称
）
斑
鳩 

藤
ノ
木
古
墳
の
武
器
・
武
具
」
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

藤
ノ
木
古
墳
の
未
盗
掘
の
石
棺
内
か
ら

は
、
数
多
く
の
副
葬
品
が
出
土
し
ま
し
た

が
、
そ
の
中
に
は
豪
華
な
装
飾
を
施
し
た

大た

刀ち

や
剣
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
石

棺
外
か
ら
も
鉄て
っ

刀と
う

や
鉄て
つ

鏃ぞ
く

な
ど
の
武
器

や
、
挂け
い

甲こ
う

な
ど
の
武
具
が
出
土
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
こ
れ
ら
の
武
器
・
武
具
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

ス
ポ
ッ
ト
展
示

　

夏
季
に
は
「
斑
鳩
の
文
化
財
展　

―
平

成
27
年
度
調
査
速
報
展
―
」
と
題
し
て
、

興
留
１
丁
目
の
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
弥

生
土
器
や
、
奈
良
大
学
と
共
同
で
行
っ
た

斑
鳩
大
塚
古
墳
の
発
掘
調
査
成
果
な
ど
、

平
成
27
年
度
に
実
施
し
た
文
化
財
調
査
成

果
の
紹
介
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
考
古
学
教
室
・
斑
鳩
考

古
学
講
座

　

町
内
の
小
学
４
～
６
年
生
を
対
象
と
し

た
「
こ
ど
も
考
古
学
教
室
」
で
は
、
毎
年

好
評
を
得
て
い
る
勾
玉
づ
く
り
や
一
日
学

芸
員
体
験
を
、
ま
た
、
中
学
生
以
上
を
対

象
と
し
た
「
斑
鳩
考
古
学
講
座
」
で
は
、

文
化
財
め
ぐ
り
な
ど
の
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
行
事
に
つ
い
て
は
、
開
催
日

が
近
づ
き
ま
し
た
ら
あ
ら
た
め
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
今
年
度
も
斑
鳩
文
化
財
セ
ン

タ
ー
が
開
催
す
る
展
示
会
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
行
事
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

▲ 展示会の観覧のようす
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　平成27年６月の公職選挙法の改正により、選挙権年齢がこれまでの「20歳以上」から「18歳以上」
に引き下げられ、平成28年６月19日以後に初めて公示される国政選挙から、18歳・19歳の人たちも「有
権者」として投票できることになります。

（問合せ　選挙管理委員会事務局　☎内線２７１）

１．「選挙」・「選挙権」とは？
　「選挙」とは、私たちの意見を政治に反映するために、私たちの代表を選ぶ仕組みです。その代表を選
ぶことができる権利、つまり選挙で投票できる権利を「選挙権」といい、一定の年齢に達した国民に与
えられる権利です。

２．なぜ選挙権年齢が１８歳に引き下げられるの？
　少子高齢化がすすむなかで、現在そして未来の日本のあり方を決める政治に、若い世代の意見がもっ
と反映されるよう、選挙権年齢を引き下げ、より多くの若い人が選挙で投票できるようにしたものです。
　この「１８歳選挙権」により、日本全体で、１８歳、１９歳の約２４０万人が有権者に加わり、当町
においても、約６００人が有権者に加わることとなります。

３．どんな選挙で投票できるの？
　衆議院と参議院の国会議員を選ぶ「国政選挙」や、都道府県の知事や市区町村長と、それらの議会の
議員を選ぶ「地方選挙」で投票することができます。

４．１８歳になったら、誰でも選挙権が得られるの？
　満１８歳以上の日本国民であれば選挙権を得られます。ただし、地方選挙については、引き続き３か
月以上その区域内に住んでいることが必要です。

５．投票は何時に行ってもいいの？
　選挙日当日は、午前７時から午後８時までの間、自宅に送付される投票所入場券に記載されている投
票所で投票ができます。

国政選挙
衆議院の議員

参議院の議員

地方選挙

都道府県の知事

都道府県議会の議員

市区町村の長

市区町村議会の議員

選挙権年齢が18歳以上に引き下げられます
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６．投票日当日に投票所に行けない場合はどうしたらいいの？
　選挙日当日に用事などで投票に行けない場合は、「期日前投票」や「不在者投票」により投票できます。

７．投票はどのようにするの？
【投票の流れ】
　①選挙の公示（告示）後に、自宅に投票所入場券が届きます。
　②�投票日当日に、投票所入場券を持って投票所入場券に記載された投票所へ行き、受付で本人である

かの確認を受けます。
　　�　期日前投票をする場合は、投票所入場券を持って期日前投票期間中に期日前投票所へ行き、受付

で本人であるかの確認を受けます。
　③確認後、投票用紙を受け取り、記載台で候補者名などを記入して、投票箱に投函します。
　　　投票はこれで終わりです。
　※�なお、投票所入場券が何らかの事情で届かなかったり、紛失した場合でも、本人であることを確認

できれば投票できます。

８．あなたの１票を大切にしよう
　若い世代の投票率が低くなっており、未来を生きていく若い世代の意見が政治に届きにくくなってい
ます。「こんな社会にしていきたい」といった自分たちの声を政治に届けるため、選挙と政治が自分たち
の未来にどのように関わってくるかを考え、今後の１票にいかしてください。
　総務省では、「１８歳選挙」の特設ホームページを開設しており、選挙制度について解説したページも
ありますので、ぜひ一度ご覧ください。

(http://www.soumu.go.jp/18senkyo/index.html)

〈 総務省　「１８歳選挙」 〉

(http://www.soumu.go.jp/senkyo/senkyo_s/naruhodo/index.html)

〈 総務省　「なるほど選挙」 〉

●期日前投票制度とは
　投票日当日に仕事や旅行、レジャー、冠婚葬祭などの用務があるなど、一定の事由に該当すると
見込まれる人が前もって投票できる制度です。

●不在者投票とは
　仕事や旅行などで、選挙期間中に選挙人名簿登録地以外の市区町村に滞在している場合や、不在
者投票所に指定されている病院などに入院している人が投票できる制度です。
※期日前投票制度・不在者投票制度についての詳細は、総務省ホームページ
　�（http://www.soumu.go.jp/senkyo/senkyo_s/naruhodo/naruhodo05.html）でご確認く

ださい。



環境対策課
（☎内線133）

　このコーナーでは、斑鳩町地球温暖化対策
地域協議会（愛称：エコるが）の団体・企業
会員の地球にやさしい取り組みを紹介してい
ます。

※�エコるがは、住民、事業所、関係団体が連携し地域において地球温暖化防止に向けた自主的・自発的な活動を
促進することを目的として、平成24年10月に設立した団体です。「もったいない」を合言葉に、自然と歴史文
化が息づく斑鳩の里を、子や孫の世代につなぐため、地球温暖化防止のためのさまざまな活動を行っています。

事業者もリサイクルに協力しています
～ 斑鳩町商工会 ～
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毎月10日と20日は陶器回収の日〈４月の陶器等回収日〉
　４月１１日（月）・４月２０日（水）
　役場環境対策課（午前８時30分～午後５時30分）
　衛生処理場（幸前2-8-9）（午前８時30分～午後３時30分）
※衛生処理場のみ、４月９日（土）、４月24日（日）も受け付けします。

　商工会では、「容器包装リサイク
ル法」にもとづいて、事業者のリサ
イクル（再商品化）義務の履行に伴
う、公益財団法人日本容器包装リサ
イクル協会への委託申し込みを受け
付けています。
　また、リサイクルについて、チラ
シ・パンフレットやポスターなどの
ツールを活用して、普及啓発活動も
行っています。

●�食品、清涼飲料、酒類、石
けん、塗料、医薬品、化粧
品などの製造事業者
●小売・卸売業者
●�びん、ＰＥＴボトル、紙箱、
袋などの製造事業者
●�輸入事業者（容器や包装が付いた商品
の輸入など）
●テイクアウトができる飲食店・通販業者など

上記のように「容器」「包装」を使って商品を売ったり、「容器」
をつくっている事業者は、容器包装リサイクル法により、再商
品化（リサイクル）の義務があります（※ただし、小規模事業
者は除きます）。

　消費者、市町村、事業者すべての人々が連携しつつ、それぞ
れの役割を分担する。それが、「容器包装リサイクル法」の基
本理念とされています。
　事業者の役割は、「リサイクル（再商品化）の義務」であり、
リサイクル費用を負担することで、その義務を果たしています。

２月の生ごみたい肥化量25,114㎏
　可燃ごみの10.9％をたい肥化
できました
※モデル世帯数5,000世帯（２月末）
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５
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①
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②
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～
２
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４
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０
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家庭から出るごみの量

100 200 300 400 500（トン）
可燃ごみ　　　不燃ごみ　　　粗大ごみ　　　その他プラ類
缶・びん類、ペットボトル　　有害ごみ　　　生ごみ・草類

2月

1月

12月

平成27年度

平成26年度

平成27年度

平成26年度

平成27年度

平成26年度



ふれあい
交流センター
いきいきの里

法隆寺五丁地区
地域交流館

火葬場

法隆寺

斑鳩
中学校

斑鳩幼稚園

法隆寺国際
高等学校

あわ保育園

法隆寺
　駅前交番

法隆寺駅
北口駐輪場

いかるがホール
　町立図書館

斑鳩南中学校

観光会館
西公民館

町民プール

斑鳩西幼稚園

中央公民館消防
コミュニティ

センター

三室休日応急
診療所

JR法隆寺駅
（観光案内所）

斑鳩東幼稚園

東公民館

すこやか斑鳩・
スポーツセンター

斑鳩町
商工会館たつた保育園

斑鳩交番

衛生処理場

東老人憩の家

卍

鳩水園
西老人憩の家

簡易郵便局

上宮遺跡公園

郵便局

斑鳩町役場

斑鳩西小学校

斑鳩小学校

生き生きプラザ斑鳩
保健センター
斑鳩町社会福祉協議会
地域包括支援センター

斑鳩東小学校

斑鳩町シルバー人材センター
斑鳩町粗大ごみ予約事務所

法隆寺駐在所
斑鳩文化財
センター

郵便局
吉田寺県立竜田公園

最終処分場
（ごみ積替え施設）

法隆寺ｉセンター
法隆寺観光自動車駐車場

簡易郵便局

三井浄水場
上水道課（下水道課）
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最終処分場
（ごみ積替え施設）

火葬場

法隆寺駐在所
斑鳩文化財
センター斑鳩

中学校

斑鳩小学校
斑鳩幼稚園

斑鳩東小学校 法隆寺国際
高等学校

あわ保育園

法隆寺
　駅前交番

いかるがホール
　町立図書館

斑鳩南中学校

斑鳩西小学校

観光会館
西公民館

町民プール

斑鳩西幼稚園

中央公民館消防
コミュニティ

センター

斑鳩東幼稚園

東公民館

すこやか斑鳩・
スポーツセンター

斑鳩町
商工会館

斑鳩町役場

斑鳩町シルバー人材センター
斑鳩町粗大ごみ予約事務所

たつた保育園

斑鳩交番

P

P

衛生処理場

東老人憩の家

鳩水園
西老人憩の家

ふれあい
交流センター
いきいきの里

法隆寺五丁地区
地域交流館

三室休日応急
診療所 生き生きプラザ斑鳩

保健センター
斑鳩町社会福祉協議会
地域包括支援センター

法隆寺駅
北口駐輪場

法隆寺ｉセンター
法隆寺観光自動車駐車場

三井浄水場
上水道課（下水道課）

天満スポーツ
グラウンド

健民テニスコート

郵便局

神南テニスコート

大和川

河合町 至大和高田

簡易郵便局
富

雄
川

上宮遺跡公園

三室山

王寺町

至大阪

至王寺

至三郷
三郷町

至平群

竜
  田
   川

健民運動場

藤ノ木
古墳

県立竜田公園

郵便局

法輪寺
法起寺

至大和郡山

至奈良

大和郡山市

至奈良

吉田寺

至安堵

安堵町

平　群　町

法隆寺

JR法隆寺駅
（観光案内所）簡易郵便局
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平成28年度版 斑鳩町主要公共施設一覧
施　設　名 電　話 所　在　地

₁ 斑鳩町役場 74-1001 法隆寺西3-7-12

₂ 上水道課 74-1401 三井1335下水道課 74-2406

₃※ いかるがホール 75-7743 興留10-6-43町立図書館 75-7733
₄※ 中央公民館 74-1511 龍田南2-2-43
₅※ 東公民館 74-4122 興留5-5-28
₆※ 西公民館 75-3911 龍田西4-2-25

₇※ すこやか斑鳩・
スポーツセンター 75-3100 龍田南1-1-61

₈※

生き生きプラザ斑鳩 70-1000

小吉田1-12-35保健センター 70-0001
社会福祉協議会 74-5122
地域包括支援センター 74-5666

₉※ 斑鳩小学校 74-1201 法隆寺南1-13-46斑鳩学童保育室 74-3241

10※ 斑鳩西小学校 74-3051 神南2-4-25斑鳩西学童保育室 75-6036

11※ 斑鳩東小学校 74-1501 法隆寺南2-11-5斑鳩東学童保育室 74-1730
12※ 斑鳩中学校 74-1301 龍田北1-20-1
13※ 斑鳩南中学校 74-5800 目安北3-1-77
14※ 斑鳩幼稚園 74-2353 法隆寺南1-13-15
15※ 斑鳩西幼稚園 74-3981 神南2-4-31
16※ 斑鳩東幼稚園 74-5500 興留東1-1-16
17※ たつた保育園 74-2203 龍田1-5-1
18※ あわ保育園 74-1654 阿波3-5-33
19※ 法隆寺国際高等学校 74-3630 高安2-1-1

施　設　名 電　話 所　在　地
20 西老人憩の家 74-1517 神南2-5-1
21 東老人憩の家 74-5050 幸前2-8-9

22※ ふれあい交流センター
いきいきの里 74-0990 法隆寺北1-13-15

23 三室休日応急診療所 74-4100 稲葉車瀬2-5-18

24※ 消防コミュニティー
センター 75-6341 龍田南5-7-47

25 鳩水園 74-3040 神南2-5-13
26 衛生処理場 74-2371 幸前2-8-9
27 最終処分場 74-6150 法隆寺4331
28 火葬場　 74-2885 法隆寺北1-12-30
29 町民プール 74-3700 神南2-5-27

30
法隆寺ｉセンター 74-6800

法隆寺1-8-25法隆寺観光自動車
駐車場 74-2276

31 観光会館 − 龍田西4-2-2
32 法隆寺駅北口駐輪場 74-2146 興留７丁目
33 斑鳩交番 75-2013 龍田3-1-10
34 法隆寺駐在所 75-5771 法隆寺1-1-6
35 法隆寺駅前交番 75-5721 興留9-1-1

36

斑鳩町シルバー
人材センター 75-0884

小吉田2-2-24
斑鳩町粗大ごみ
予約事務所 75-3663

37 斑鳩町商工会館 74-2500 龍田南1-3-49
38 斑鳩文化財センター 70-1200 法隆寺西1-11-14
39※ 法隆寺五丁地区地域交流館 − 法隆寺東1-4-6

保存版
1年間大切にお使い下さい

※避難所に指定されている施設

斑鳩町ホームページ
http://www.town.
　　　　ikaruga.nara.jp/

（平成28年4月1日現在）



福祉子ども課（内線122～125）

長寿福祉課（内線126～129）

環境対策課（内線131～134）  

 
  

 

開庁時間
月曜日～金曜日
（年末年始・祝日を除く）

午前８時３０分～
午後５時３０分
     ＊○印の数字は、
役場内の窓口番号

1階 2階

3階

パゴちゃん

総合保健福祉会館（生き生きプラザ斑鳩） 斑鳩文化財センター
（斑鳩町文化財活用センター）三井浄水場

斑
鳩
町
役
場
の

窓
口
案

図
内

現
金
の
出
納

ごみ処理・減量化
環境保全、し尿処理
地球温暖化防止
狂犬病の予防・犬の登録
火葬場の管理
放置自転車
自動車の臨時運行

 
 

印かん登録
住民票、戸籍
埋火葬許可 
行政・法律・人権相談
人権施策、消費生活相談
個人番号の付番
マイナンバーカードの交付

国民健康保険の届出と給付
国民健康保険税
老人・子ども・心身障害者・
ひとり親・精神障害者への
医療費の助成
未熟児養育医療
後期高齢者医療
国民年金

 

 

 

 

上水道課 下水道課

保健センター（健康対策課）

 

国保医療課税務課
住民課
総合案内

エレベーター
第２

会議室 第３
会議室

障害者用
トイレ

自動交付機
コーナー

AED

会計室

環境対策課

町長室
応接室副町長室

 
財政課

生涯学習課

応接室

教育長室 応接室

情
報
公
開

総
合
公
開
窓
口

 

 （女） 
（男） 

  

社会福祉、生活保護
障害者福祉、児童福祉
保育所

高齢者福祉、介護保険

TEL： 0745-74-1001
FAX： 0745-74-1011
E-mail：
info＠town.ikaruga.nara.jp

町県民税
軽自動車税
固定資産税
都市計画税
町税に関する証明

町立幼稚園・
小学校・中学校の
就学と施設管理

生涯学習講座・講演会
生涯学習等各種行事
青少年施策、社会体育
学童保育

町財政
入札
電算
庁舎管理

道路・橋りょう・河川・
都市下水路の工事・管理
道路・水路占用許可
町営住宅
交通安全対策、交通安全施
設の整備・管理、農林業振
興、農業委員会

建築・開発指導
建築物の耐震化
公園の整備・管理
緑化推進
都市計画道路
景観保全

情報公開、秘書、選挙
請願・陳情
自治会
庶務、人事・給与
防災・消防・防犯

発掘届出等文化財行政
藤ノ木古墳、斑鳩町の歴史や文化
等の調査・研究および情報発信
展示会等の開催

健康診査、保健指導、
健康相談・教室、各種がん検診、
乳幼児健診・相談、健康手帳・
母子健康手帳・父子健康手帳、
予防接種、献血

給水
水道料金
水道工事

公共下水道の
工事と管理

議会事務局（内線302）
監査委員室（内線305）
議場
第１会議室
委員会室（TEL：0745-70-0001） （TEL：0745-70-1200）（TEL：0745-74-1401）（TEL：0745-74-2406）

宿
日
直
事
務
室

建
設

農
林
課

都
市
整
備
課

ま
ち
づ
く
り

政
策
課

エレベーター

税務課（内線151～156） 国保医療課（内線111～116）
住民課（内線161～163）

総務課
（内線262・263・271～274）

まちづくり政策課
（内線211～214）建設農林課（内線222～227）

財政課
（内線251～254）

生涯学習課（内線236～238）教育委員会総務課（内線232～235）

soumu@town.ikaruga.nara.jp

machi@town.ikaruga.nara.jp

toshi@town.ikaruga.nara.jp

zaisei@town.ikaruga.nara.jp

kyouisoumu@town.ikaruga.nara.jp syougai@town.ikaruga.nara.jp

fukushi@town.ikaruga.nara.jp

tyouju@town.ikaruga.nara.jp

kankyou@town.ikaruga.nara.jp

kaikei@town.
ikaruga.nara.jp

zeimu@town.ikaruga.nara.jp kokuho@town.ikaruga.nara.jp
juumin@town.ikaruga.nara.jp

kensetsu@town.ikaruga.nara.jp

都市整備課
（内線291～296）

hoken@town.ikaruga.nara.jp

斑鳩町地域包括支援センター
（長寿福祉課）

介護予防、包括的ケアマネジメント、
在宅介護の支援

（TEL：0745-74-5666）
（TEL：0745-75-4000）

houkatsu@town.ikaruga.nara.jp syougai@town.ikaruga.nara.jpjousui@
town.ikaruga.nara.jp

gesui@
town.ikaruga.nara.jp

kansa@town.ikaruga.nara.jp
gikai@town.ikaruga.nara.jp

⑦

⑤

④

③ ② ①

⑮
⑭

⑬ ⑫ ⑪

⑩

⑨ ⑧
総務課

会計室
（内線102～

103）

長寿福祉課
福祉
子ども課

⑥

教育委員会
事務局
総務課

総合計画、行政改革
地方分権、友好都市
広報・公聴活動
男女共同参画社会の推進
文化振興、観光振興
協働のまちづくり
ボランティア・NPO
空家等対策の総合調整

（女）

（男）

（女）

（男）
（女）

（男）
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相談日
（祝日・年末年始は除く） 時　間 場　所 問合せ・申込

青少年悩みごと
相 談 毎週火・金・土曜日 9：00～16：00 中央公民館

事前に下記まで連絡
青少年悩みごと相談室
TEL 0745-７４-００７７

子 育 て 相 談 毎月第２・４水曜日
9：00～12：00

13：00～16：00
生き生きプラザ斑鳩・
子育てルーム相談室

予約優先
TEL 0745-７４-１００１

（福祉子ども課　内線125）

女性のための
相 談

毎月第２金曜日 9：30～12：30
役場内会議室

予約が必要
専用TEL 0745-75-9269毎月第４金曜日 13：00～16：00

健 康 相 談 月~金曜日 8：30～17：00
生き生きプラザ斑鳩・

保健センター（電話可）

健康対策課
（保健センター）

TEL 0745-７０-０００１



福祉子ども課（内線122～125）

長寿福祉課（内線126～129）

環境対策課（内線131～134）  

 
  

 

開庁時間
月曜日～金曜日
（年末年始・祝日を除く）

午前８時３０分～
午後５時３０分
     ＊○印の数字は、
役場内の窓口番号

1階 2階

3階

パゴちゃん

総合保健福祉会館（生き生きプラザ斑鳩） 斑鳩文化財センター
（斑鳩町文化財活用センター）三井浄水場

斑
鳩
町
役
場
の

窓
口
案

図
内

現
金
の
出
納

ごみ処理・減量化
環境保全、し尿処理
地球温暖化防止
狂犬病の予防・犬の登録
火葬場の管理
放置自転車
自動車の臨時運行

 
 

印かん登録
住民票、戸籍
埋火葬許可 
行政・法律・人権相談
人権施策、消費生活相談
個人番号の付番
マイナンバーカードの交付

国民健康保険の届出と給付
国民健康保険税
老人・子ども・心身障害者・
ひとり親・精神障害者への
医療費の助成
未熟児養育医療
後期高齢者医療
国民年金

 

 

 

 

上水道課 下水道課

保健センター（健康対策課）

 

国保医療課税務課
住民課
総合案内

エレベーター
第２

会議室 第３
会議室

障害者用
トイレ

自動交付機
コーナー

AED

会計室

環境対策課

町長室
応接室副町長室

 
財政課

生涯学習課

応接室

教育長室 応接室

情
報
公
開

総
合
公
開
窓
口

 

 （女） 
（男） 

  

社会福祉、生活保護
障害者福祉、児童福祉
保育所

高齢者福祉、介護保険

TEL： 0745-74-1001
FAX： 0745-74-1011
E-mail：
info＠town.ikaruga.nara.jp

町県民税
軽自動車税
固定資産税
都市計画税
町税に関する証明

町立幼稚園・
小学校・中学校の
就学と施設管理

生涯学習講座・講演会
生涯学習等各種行事
青少年施策、社会体育
学童保育

町財政
入札
電算
庁舎管理

道路・橋りょう・河川・
都市下水路の工事・管理
道路・水路占用許可
町営住宅
交通安全対策、交通安全施
設の整備・管理、農林業振
興、農業委員会

建築・開発指導
建築物の耐震化
公園の整備・管理
緑化推進
都市計画道路
景観保全

情報公開、秘書、選挙
請願・陳情
自治会
庶務、人事・給与
防災・消防・防犯

発掘届出等文化財行政
藤ノ木古墳、斑鳩町の歴史や文化
等の調査・研究および情報発信
展示会等の開催

健康診査、保健指導、
健康相談・教室、各種がん検診、
乳幼児健診・相談、健康手帳・
母子健康手帳・父子健康手帳、
予防接種、献血

給水
水道料金
水道工事

公共下水道の
工事と管理

議会事務局（内線302）
監査委員室（内線305）
議場
第１会議室
委員会室（TEL：0745-70-0001） （TEL：0745-70-1200）（TEL：0745-74-1401）（TEL：0745-74-2406）

宿
日
直
事
務
室

建
設

農
林
課

都
市
整
備
課

ま
ち
づ
く
り

政
策
課

エレベーター

税務課（内線151～156） 国保医療課（内線111～116）
住民課（内線161～163）

総務課
（内線262・263・271～274）

まちづくり政策課
（内線211～214）建設農林課（内線222～227）

財政課
（内線251～254）

生涯学習課（内線236～238）教育委員会総務課（内線232～235）

soumu@town.ikaruga.nara.jp

machi@town.ikaruga.nara.jp

toshi@town.ikaruga.nara.jp

zaisei@town.ikaruga.nara.jp

kyouisoumu@town.ikaruga.nara.jp syougai@town.ikaruga.nara.jp

fukushi@town.ikaruga.nara.jp

tyouju@town.ikaruga.nara.jp

kankyou@town.ikaruga.nara.jp

kaikei@town.
ikaruga.nara.jp

zeimu@town.ikaruga.nara.jp kokuho@town.ikaruga.nara.jp
juumin@town.ikaruga.nara.jp

kensetsu@town.ikaruga.nara.jp

都市整備課
（内線291～296）

hoken@town.ikaruga.nara.jp

斑鳩町地域包括支援センター
（長寿福祉課）

介護予防、包括的ケアマネジメント、
在宅介護の支援

（TEL：0745-74-5666）
（TEL：0745-75-4000）

houkatsu@town.ikaruga.nara.jp syougai@town.ikaruga.nara.jpjousui@
town.ikaruga.nara.jp

gesui@
town.ikaruga.nara.jp

kansa@town.ikaruga.nara.jp
gikai@town.ikaruga.nara.jp

⑦

⑤

④

③ ② ①

⑮
⑭

⑬ ⑫ ⑪

⑩

⑨ ⑧
総務課

会計室
（内線102～

103）

長寿福祉課
福祉
子ども課

⑥

教育委員会
事務局
総務課

総合計画、行政改革
地方分権、友好都市
広報・公聴活動
男女共同参画社会の推進
文化振興、観光振興
協働のまちづくり
ボランティア・NPO
空家等対策の総合調整

（女）

（男）

（女）

（男）
（女）

（男）
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相談日
（祝日・年末年始は除く） 時　間 場　所 問合せ・申込

人 権 相 談 毎月第２水曜日 13：00～16：00 役場１階第３会議室
申込は不要
TEL 0745-７４-１００１

（住民課　内線163）

行 政 相 談 毎月第１火曜日 13：00～16：00 役場１階第３会議室
申込は不要
TEL 0745-７４-１００１

（住民課　内線163）

無料法律相談 毎月第2・3・4火曜日 13：00～16：00 役場１階第２会議室
予約が必要
TEL 0745-７４-１００１

（住民課　内線163）

消費生活相談 毎週木曜日

13：00～16：00
※ただし、第4木曜日は、

9：00～12：00、
13：00～16：00

役場１階第３会議室
申込は不要
TEL 0745-７４-１００１

（住民課　内線163）

■ 町が行っている各種相談

４月１日から機構改革により一部窓口が変更になります



1 三 塔 い に し え の 道
2 太 子 ロ マ ン の 道
3 当麻街道やすらぎの道
4 花 小 路 せ せ ら ぎ の 道
5 藤ノ木・業平つれづれの道
6 自然散策うるおいの道

街道散策ルート歴史

郵便局 トイレ 駐車場

宿泊 学校 至大和郡山・奈良  慈光院
菅原神社

枡池

秋葉神社

幸前神社
至大和郡山･奈良･天理

新池

瓦塚古墳群

史跡･三井瓦窯跡
斑鳩溜池

史跡三井

仮宿庵

継子地蔵
極楽寺･
石仏群

桜
池
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

天
満
ス
ポ
ー
ツ

グ
ラ
ウ
ン
ド

ウ
ォ
ー
ナ
ー
塔

斑鳩神社

西福寺

ふれあい交流センター
いきいきの里

法輪寺ポケットパーク

毛無上池

毛無池

法隆寺カントリークラブ

県道大和郡山･広陵線

籠池
勝林寺

天満神社
( 在原神社 )

至
奈
良･

京
都

至安堵町

安堵町

国道
25 号

県
道
奈
良
・
大
和
郡
山
・
斑
鳩
線

史跡･中宮寺跡

駒塚古墳

調子丸古墳

上宮遺跡公園

成福寺
( 伝･葦垣宮 )

酒ノ免遺跡
富
　
雄
　
川

興留･素盞鳴神社
東公民館

県道天理･斑鳩線

新池

片野池

天満池

天満上池

大和郡山市

県道大和小泉停車場･松尾寺線

中宮寺

法隆寺

駐在所
旧北畠邸

緑の道標

瓦塚池

三井神社
法輪寺

岡ノ原

法起寺

岡本ポケットパーク

秋
葉
川

五ヶ村池

三井浄水場

三本松池

※サイクリング
　ロードですので
　車は通れません

法隆寺 i センター

初代奈良丸碑
法隆寺献燈一対県道

大
和
高
田･

斑
鳩
線

い
ざ
な
い
大
路

交番法隆寺駅

信用
金庫

銀行

イ
ツ
ボ
川

いかるがホール

春日神社 大 和 川

法隆寺
Ｉ．Ｃ

至大和高田

西名阪自動車道

河合町

代官助宗の碑

融念寺

至名古屋

至大阪

服
部
川

法
隆
寺
線

三代川

ＪＲ大和路線

素盞鳴神社
( 牛頭神社 )

五百井･
伊弉冊命神社

斑鳩大塚古墳

仏塚古墳

松尾山

松尾寺

平群町

素佐男神社

※町内の主な名所などを中心に
　掲載しています。

西里の町並み

史跡･藤ノ木古墳
斑鳩文化財センター

健民運動場

子守神社
甲塚

女郎池
粕池 松谷池

竹藪トンネル
仙光寺

春日神社

滝谷神社
龍田の町並み

交番

龍田神社
能楽金剛流発祥の地碑

守谷上池

守谷中池

守谷下池

新池

桜池

慶花池

平太池
東町池

浄慶寺 銀行
斑鳩町役場

業平道

業平姿見の井戸
日切地蔵

国道 25 号

中央公民館

生き生きプラザ斑鳩
保健センター
社会福祉協議会
地域包括支援センター

菅神社

中央体育館

吉田寺

法雲寺至生駒
竜
　
田
　
川

国
道
１
６
８
号

国
道
　 

号
25

県道王寺･三郷･斑鳩線

観光会館

竜田城跡

白山神社西公民館

三室休日応急診療所

いかるがパークウェイ

西老人憩の家

東老人憩の家

鹿塚

神岳神社

三室山

融念寺
神南重要文化財

収納庫

三郷町

至信貴山
県道信貴山線

西和
医療センター

至王寺･天王寺･大阪

王寺町

北葛城郡

岡 本

幸 前

高　安

阿 波

東 里

三 町
五丁町

並 松

五百井

小吉田

服 部

目 安

西 里

北 庄

龍 田

追 手

堂 山

稲葉車瀬

神 南

峨 瀬

興 留

三 井

白石畑

いざない大路（法隆寺駅より法隆寺iセンターへ導くルート）

いかるが
　　イラストマップ

春が来た！
斑鳩散歩に出かけよう !!

保存版
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　斑鳩町では、家庭学習を支援し児童生徒の学力と学習意欲の向上をはかることを目的にスクー
ルサポートをはじめます。

○事業開始日　平成２８年９月１日
○実施内容（表１）

　熱意をもって児童生徒の学習を支援いただける人の応募をお待ちしています。

○資格
　小学校・中学校などで教職経験のある人、または教員免許状をお持ちの社会人・学生など
○勤務日時など
　表１に記載の曜日、時間帯（１日だけの参加でも結構です）
○賃金
　時間給　１，０６０円（交通費の支給はありません）
○指導内容
　児童生徒が行う宿題や補助教材で、わからないところの手助けなど各自の学力・学習状況に応
じた指導をお願いします。
○募集
　４月１１日（月）から、斑鳩町教育委員会事務局総務課で受付をします。
　提出書類：市販の履歴書に教員免許状の写しを添付してください。
○その他
　学習支援の開始は９月１日ですが、事前研修などを実施しますので必ず受講してください。

○利用料　児童生徒１人につき　月額１，０００円
　（生活保護を受給している人などは減免を受けることができます）
○利用申込　５月以降に各学校を通じて申込の方法などをお知らせします。

※１　祝日、夏休みなどの長期休業期間は除きます。
※２　小学生は保護者の迎えをお願いします。

学年 場所 曜日 時間 教科 指導内容
小
学
生

４～６年生 在籍する
各小学校

火曜日、
木曜日

午後４時から
午後６時まで 国語、算数 宿題の補助、また

補助教材を活用し、
退職教員などによ
る指導助言を行い
ます。

中
学
生

１～３年生 在籍する
各中学校 水曜日 午後３時30分から

午後５時30分まで 数学、英語

平成２８年９月から
学習支援事業（スクールサポート）
をはじめます

スクールサポートのスタッフ（学習支援員）
を募集します

問合せ　教育委員会事務局総務課（☎内線２３４）



主な連絡先
斑鳩町役場
	 ☎0745-74-1001
上水道課
	 ☎0745-74-1401
下水道課
	 ☎0745-74-2406
町立図書館
	 ☎0745-75-7733
中央公民館
	 ☎0745-74-1511
東公民館
	 ☎0745-74-4122
西公民館
	 ☎0745-75-3911
中央体育館
	 ☎0745-75-3100
斑鳩文化財センター
	 ☎0745-70-1200
生き生きプラザ斑鳩
	 ☎0745-70-1000
保健センター
	 ☎0745-70-0001
斑鳩町観光協会
	 ☎0745-74-6800
ふれあい交流センター
いきいきの里
	 ☎0745-74-0990
衛生処理場
	 ☎0745-74-2371
西老人憩の家
	 ☎0745-74-1517
東老人憩の家
	 ☎0745-74-5050
三室休日診療所
	 ☎0745-74-4100
いかるがホール
	 ☎0745-75-7743
斑鳩町シルバー
人材センター
	 ☎0745-75-0884
斑鳩町地域包括
支援センター
☎0745-74-5666

※�情報内の問合せの電話番号
の記載のない場合は、上記
電話番号をご確認ください。

● 

広　
告　
枠 

●

182016.4.  広報 

斑
鳩
美
術
協
会
展

　
　

斑
鳩
美
術
協
会　

事
務
局

　
　
　
　
（
☎
０
７
４
５
�
７
８
７
５

　

山
中
ま
で
）

日
時　
４
月
６
日（
水
）～
10
日（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　

�（
初
日
は
午
後
１
時
か
ら
オ
ー
プ
ン
、

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

場
所　
い
か
る
が
ホ
ー
ル
２
階
研
修
室

展�
示
作
品　
洋
画
、
書
、
写
真
、
彫
塑
工

芸
後
援　
斑
鳩
町
教
育
委
員
会

第
28
回「
人
権
を
確
か
め
あ
う
日
」

県
内
一
斉
集
会

　

住
民
課
（
☎
内
線
１
６
３
）

日
時　
４
月
11
日（
月
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　

�

ト
ー
ク
安
堵
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー

　
　
　
（
安
堵
町
東
安
堵
８
７
９
）

講
演　
「
落
語
か
ら
学
ぶ
人
情
の
大
切
さ
」

講
師　
落
語
家　

桂　

文
鹿　

氏

※
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記
あ
り
ま
す
。

史
跡
藤
ノ
木
古
墳 
春
季
石

室
特
別
公
開

　

斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
７
４
５
�
１
２
０
０
）

　

本
年
度
も
藤
ノ
木
古
墳
の
石
室
を
特
別

に
公
開
し
ま
す
。
石
室
や
石
棺
の
実
物
を

間
近
に
見
て
、
藤
ノ
木
古
墳
の
魅
力
を
体

感
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
４
月
30
日（
土
）・
５
月
１
日（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場�

所　
史
跡
藤
ノ
木
古
墳
（
法
隆
寺
西
２

丁
目
）

見
学
料　
無
料 ● 

催　
し 

●

相　談　日 時　間 場　　所 申　　込

無 料 法 律 相 談 12日㈫、19日㈫、26日㈫
（電話予約申込順） 13:00～16:00 役 場 1 階第2会議室

住民課
（☎内線163）

消 費 生 活 相 談
28日㈭ 9:00～16:00

役 場 1 階
第3会議室

申込不要
問合せ　住民課
（☎内線163）

7日㈭、14日㈭、21日㈭ 13:00～16:00
人 権 相 談 13日㈬（毎月第2水曜日）

13:00～16:00
行 政 相 談 5日㈫（毎月第1火曜日）
青少年悩みごと
教 育 相 談 毎週火・金・土曜日 9:00～16:00 中央公民館 事前に☎0745740077

までご連絡ください

出前サポステ若者
自立の無料相談 毎月第2土曜日 9:00～12:00 中央公民館

☎0744442055
fax0744442056
（若者サポートステーションやまと）

子 育 て 相 談 毎月第2・第4水曜日 9:00～16:00 生き生きプラザ
斑 鳩 相 談 室

福祉子ども課
（☎内線125）

女性のための相談
8日㈮（第2金曜日） 9:30～12:30

役場会議室 予約専用☎0745759269
休日を除く8:30～17:3022日㈮（第4金曜日） 13:00～16:00

増改築無料相談 16日㈯（毎月第3土曜日） 13:00～16:00 中央公民館 全奈良建築斑鳩支部
☎0745741218

昨年度の史跡藤ノ木古墳
春季石室特別公開のようす

※相談の時間が₉：00～16：00の場合は、12：00～13：00の間は不在となります。

４月の相談
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青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
部
員

（
小
学
生
）
募
集

　

平
成
28
年
度
斑
鳩
町
登
録
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
部
員
（
小
学
生
）
を
募
集
し
ま
す
。

　
（
※
〔　

〕
内
は
対
象
学
年
）

▼�

斑
鳩
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

（
男
子
・
女
子
）	
〔
３
～
６
〕

▼
斑
鳩
少
年
野
球
部
（
軟
式
）	〔
１
～
５
〕

▼
法
隆
寺
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
（
軟
式
）

	

〔
１
～
５
〕

▼�

斑
鳩
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
ド
リ
ー
ム

チ
ッ
プ
ス	

〔
１
～
６
〕

▼
少
女
バ
レ
ー
斑
鳩
ク
ラ
ブ	

〔
１
～
６
〕

▼
斑
鳩
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ｖ
・
Ｂ
・
Ｃ

	

〔
１
～
６
〕

▼
法
隆
寺
剣
道
ク
ラ
ブ（
剣
道
）	〔
１
～
６
〕

▼
以
和
貴
道
場
（
剣
道
）	

〔
１
～
６
〕

▼
斑
鳩
青
少
年
空
手
道
ク
ラ
ブ	〔
１
～
６
〕

▼
空
手
道
陽
明
会
斑
鳩
支
部	

〔
１
～
６
〕

▼
合
氣
道
斑
鳩
武
育
会	

〔
１
～
６
〕

▼
斑
鳩
な
ぎ
な
た
ク
ラ
ブ	

〔
１
～
６
〕

▼
少
林
寺
拳
法
ク
ラ
ブ	

〔
１
～
６
〕

▼
斑
鳩
町
レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ	〔
１
～
６
〕

▼
斑
鳩
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ	〔
１
～
６
〕

▼
Ａ
Ｎ
Ｎ
新
体
操
ク
ラ
ブ	

〔
１
～
６
〕

▼
斑
鳩
子
供
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス	

〔
１
～
６
〕

▼
か
き
く
け
こ
ー
じ
の
体
操
あ
そ
び
教
室

	

〔
１
～
６
〕

▼
い
か
る
が
ペ
ガ
サ
ス
ク
ラ
ブ	〔
１
～
６
〕

▼
ア
イ
ル
・
Ｔ
Ｆ
Ｃ	

〔
１
～
６
〕

▼
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
リ
ン
ク
ス	

〔
１
～
６
〕

▼
ミ
ュ
ゼ
新
体
操
ク
ラ
ブ	

〔
１
～
６
〕

▼
大
和
会
館　

斑
鳩
道
場	

〔
１
～
６
〕

運
転
免
許
を
自
主
返
納
さ
れ
る
高
齢
者
に

乗
車
券（
イ
コ
カ
カ
ー
ド
）を
交
付
し
ま
す

建
設
農
林
課（
☎
内
線
２
２
６
・
２
２
７
）

　

自
動
車
等
運
転
免
許
証
を
自
主
的
に
返

納
し
、
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
を
受
け

た
満
65
歳
以
上
の
人
に
乗
車
券
を
交
付
し

ま
す
。

対�

象
者　
平
成
28
年
４
月
１
日
以
後
に
運

転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
、
運
転
経
歴

証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
次
の
い
ず
れ

に
も
該
当
す
る
人

・�

免
許
証
返
納
時
お
よ
び
乗
車
券
交
付
請

求
時
に
町
内
に
居
住
し
て
い
る
満
65
歳

以
上
の
人

・�

過
去
に
こ
の
制
度
に
よ
る
乗
車
券
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
人

交
付
の
手
続
き

・�

受
付
日
時　

土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
30
分

・
受
付
場
所　

役
場
建
設
農
林
課

・�

申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑
（
認
印
）

運
転
経
歴
証
明
書
（
コ
ピ
ー
不
可
・
確

認
後
に
返
却
し
ま
す
）

乗
車
券
の
種
類
と
交
付
額

・�

西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
が
発
行
す

る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
「
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
」

・�

５
，
０
０
０
円
（
カ
ー
ド
預
か
り
金
含

む
）

　

２
月
13
日（
土
）、
生
き
生
き
プ
ラ
ザ

斑
鳩
に
て
、
自
治
会
連
合
会
懇
談
会
が
開

催
さ
れ
、
58
自
治
会
か
ら
合
計
90
人
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、
ほ
か
の
自
治
会
役
員

と
の
交
流
を
は
か
り
、
情
報
交
換
を
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
自
治
会
の
活
性
化
に
つ

な
げ
よ
う
と
自
治
会
連
合
会
の
事
業
と
し

て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
当

日
は
、
法
隆
寺
第
三
団
地
自
治
会
に
よ
る

活
動
事
例
の
紹
介
の
ほ
か
、
参
加
者
に
よ

る
自
由
な
懇
談
が
行
わ
れ
、
自
治
会
同
士

の
意
見
交
換
や
交
流
が
活
発
に
な
さ
れ
る

貴
重
な
場
と
な
り
ま
し
た
。

法
隆
寺
第
三
団
地
自
治
会
の
事
例
報
告

　

事
例
報
告
で
は
、
法
隆
寺
第
三
団
地
自

治
会
の
安
浪
捷
彦
会
長
か
ら
、
自
治
会
の

概
要
や
活
動
状
況
な
ど
、
地
域
を
元
気
に

す
る
た
め
、
ま
た
、
住
民
同
士
の
絆
を
強

め
る
た
め
、
知
恵
を
絞
っ
て
、
工
夫
を
凝

ら
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
状
況
を
紹
介

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
治
会
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
！

　

自
治
会
は
、
地
域
の
人
た
ち
が
集
い
、

話
し
あ
い
、協
力
し
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
す
団
体

で
、
地
域
の
清
掃
活
動
や
親
睦
活
動
、
防

災
・
防
犯
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
災
害
時
の
対

応
に
は
普
段
の
近
所
づ
き
あ
い
が
大
き
な

力
を
発
揮
し
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
自
治
会

活
動
な
ど
を
と
お
し
て
隣
近
所
と
交
流
す

る
機
会
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

自
治
会
活
動
を
通
じ
て

地
域
を
元
気
に
!!

～
自
治
会
連
合
会
懇
談
会
報
告
～

　

総
務
課
（
☎
内
線
２
７
３
）

中
央
体
育
館（
水
曜
休
館
）

（
☎
０
７
４
５
�
３
１
０
０
）

問合せ
申込

● 

ス
ポ
ー
ツ 

●

● 

お
知
ら
せ 

●

事例報告のようす

熱く語られる安浪会長
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

こ
ん
な
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、保
健
師
、

社
会
福
祉
士
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な

ど
の
専
門
職
な
ど
が
互
い
に
連
携
を
と

り
、
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
要
介
護
状
態

な
ど
に
な
る
こ
と
を
予
防
す
る
と
と
も

に
、
要
介
護
状
態
な
ど
と
な
っ
た
場
合
に

お
い
て
も
、
可
能
な
限
り
、
地
域
に
お
い

て
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
支
援
す
る
た
め
に
、
以
下
の
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
・
福
祉
の
総
合
窓
口
と
し

て
、
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
や
そ
の
家
族
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
相
談
は
、
電
話
や
窓
口
の
ほ
か
、
自

宅
へ
も
訪
問
し
ま
す
。
費
用
は
か
か
り
ま

せ
ん
の
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※�

健
康
づ
く
り
と
介
護
予
防

〈
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
〉

　

健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
に
つ
い
て
の

助
言
や
紹
介
を
行
い
、
要
介
護
状
態
に
な

ら
な
い
た
め
の
予
防
の
対
策
を
行
っ
て
い

ま
す
。

※
権
利
を
守
る
〈
権
利
擁
護
業
務
〉

　

財
産
管
理
、
さ
ま
ざ
ま
な
契
約
手
続
き

に
不
安
が
あ
る
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
に
成

年
後
見
制
度
の
紹
介
や
虐
待
の
通
報
窓
口

と
し
て
早
期
発
見
・
未
然
防
止
に
む
け
た

活
動
、
消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
な
ど
、

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
権
利
を
守
り
ま
す
。

※�

迷
っ
た
ら
ま
ず
相
談

〈
総
合
相
談
業
務
〉

　

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
や
そ
の
家
族
、
住

民
の
み
な
さ
ん
の
介
護
に
関
す
る
悩
み
や

福
祉
、
生
活
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
ど
こ

に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
と
き

は
、
ま
ず
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必

要
か
を
把
握
し
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ

な
げ
ま
す
。

※�

暮
ら
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

〈
包
括
的
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
〉

　

心
身
の
状
態
や
そ
の
変
化
に
あ
わ
せ
て

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
の
助
言
や
医
療
関
係

機
関
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
関
係
機
関
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

※�

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
の
支
援

〈
認
知
症
施
策
の
推
進
〉

　

急
増
す
る
認
知
症
に
つ
い
て
、
安
心
し

て
相
談
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
認
知
症
の
人
や
、
そ
の
家
族
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
た
め
の
見
守
り
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
を
行
い
ま
す
。

※�

医
療
と
介
護
、
福
祉
の
連
携

〈
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
の
推
進
〉

　

地
域
に
お
け
る
医
療
と
介
護
、
福
祉
の

関
係
機
関
が
連
携
し
て
、
在
宅
医
療
や
在

宅
介
護
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
ま
す
。

問
合
せ

斑
鳩
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

〒
６
３
６
―

０
１
４
２

奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町
小
吉
田
１
―

12
―

35

　
　
　

生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
内

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
、
12
月
29
日
～

翌
年
１
月
３
日
は
休
み
で
す
）

　
（
☎
０
７
４
５
�
５
６
６
６
、

　
　
　
　
　

０
７
４
５
�
４
０
０
０
）

困ったときは相談してください

斑鳩町地域包括支援センター
　斑鳩町地域包括支援センターは、斑鳩町社会福祉協議会に委託して運営していましたが、
地域包括ケアシステムをより一層推進するため、平成２８年度から町が直接事業を実施す
ることになりました。
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認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
支
援
す
る

た
め
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

認
知
症
と
は
、
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る

脳
の
病
気
で
、
早
期
発
見
・
早
期
対
応
を

す
る
と
、
症
状
の
進
行
が
穏
や
か
に
な
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

　

専
門
知
識
を
持
つ
認
知
症
専
門
医
・
保

健
師
・
看
護
師
・
精
神
保
健
福
祉
士
・
介

護
福
祉
士
・
作
業
療
法
士
で
構
成
す
る

チ
ー
ム
員
が
認
知
症
（
ま
た
は
疑
い
）
の

人
や
そ
の
ご
家
族
を
訪
問
し
、
必
要
な
支

援
を
検
討
し
、
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
な

ど
安
定
的
な
支
援
へ
と
つ
な
ぎ
ま
す
。（
支

援
期
間
は
６
か
月
以
内
）

●
対
象
と
な
る
人
は
？

　

40
歳
以
上
で
、在
宅
で
生
活
し
て
お
り
、

か
つ
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
人
ま
た
は
認
知

症
の
人
で
次
の
い
ず
れ
か
の
基
準
に
該
当

す
る
人

◆�

医
療
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
て
い
な
い
人
、
ま
た
は
中
断
し
て
い

る
人
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①�

認
知
症
疾
患
の
臨
床
診
断
を
受
け
て
い

な
い
人

②�

断
続
的
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い

な
い
人

③�

適
切
な
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
結
び
付

い
て
い
な
い
人

④�

診
断
さ
れ
た
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
中
断

し
て
い
る
人

◆�

医
療
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
て
い
る
が
認
知
症
の
行
動
・
心
理
症

状
が
顕
著
な
た
め
、
対
応
に
苦
慮
し
て

い
る
人

●
支
援
の
流
れ

①
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
相
談

⬅

②�

初
回
訪
問
（
チ
ー
ム
員
２
人
程
度
が
ご

自
宅
を
訪
問
し
、
認
知
症
の
程
度
の
把

握
や
情
報
提
供
な
ど
を
行
い
ま
す
）

⬅

③�

チ
ー
ム
員
会
議
（
必
要
な
医
療
や
サ
ー

ビ
ス
な
ど
、
支
援
の
方
向
性
を
検
討
し

ま
す
）

⬅

④�

必
要
な
支
援
の
実
施
（
関
係
機
関
と
連

携
し
、
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
）

⬅

⑤�

関
係
機
関
へ
の
引
き
継
ぎ
（
必
要
な
支

援
が
完
了
す
れ
ば
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

な
ど
に
引
き
継
ぎ
ま
す
）

認
知
症
に
な
っ
て
も
、

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
…

　

日
常
生
活
に
か
か
わ
る
人
の
正
し
い
理

解
と
協
力
は
、
認
知
症
の
人
に
と
っ
て
大

き
な
支
え
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
気
軽
に

出
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
安
心
し

て
自
分
ら
し
い
生
活
を
続
け
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

あ
な
た
も
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

に
な
り
ま
せ
ん
か
？

●
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
何
か
特
別

な
こ
と
を
す
る
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
偏

見
を
持
た
ず
、
認
知
症
の
人
や
家
族
に
対

し
て
温
か
い
目
で
見
守
る
応
援
者
で
す
。

●
例
え
ば
…

○�
近
所
に
住
ん
で
い
る
認
知
症
の
人
に
、

困
っ
て
い
る
よ
う
す
が
見
ら
れ
た
と
き

は
「
何
か
お
手
伝
い
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？
」な
ど
優
し
く
声
を
か
け
る
。

○�

お
店
で
会
計
時
に
、
支
払
い
の
計
算
が

で
き
な
か
っ
た
り
、
高
額
紙
幣
の
み
で

買
い
物
を
す
る
な
ど
の
よ
う
す
が
見
ら

れ
た
と
き
は
、
急
が
せ
ず
に
認
知
症
の

人
の
ペ
ー
ス
で
対
応
す
る
。

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、
自
分
に
で

き
る
こ
と
を
実
践
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

認
知
症
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
や
対

応
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
養
成
講
座
と
は

　

認
知
症
の
基
礎
知
識
や
認
知
症
へ
の
理

解
と
、
正
し
い
対
応
の
仕
方
な
ど
を
紹
介

し
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
が
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
応
援
者
を
増
や

し
、
地
域
で
活
動
し
て
も
ら
え
る
サ
ポ
ー

タ
ー
を
養
成
し
ま
す
。

　

標
準
教
材
を
用
い
、
１
回
約
１
時
間
30

分
の
講
座
で
す
。
受
講
者
に
は
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
リ
ン

グ
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

10
人
以
上
が
集
ま
る
自
治
会
や
福
祉

会
・
老
人
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
集

ま
り
に
あ
わ
せ
て
講
座
の
開
催
も
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
斑
鳩
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

● 
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム



　

国
保
医
療
課
（
☎
内
線
１
１
５
）

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
厚
生
年
金
の
加

入
者
が
会
社
を
退
職
さ
れ
た
と
き
は
、
厚

生
年
金
か
ら
国
民
年
金
へ
の
変
更
の
届
出

が
必
要
で
す
。（
退
職
さ
れ
た
人
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
配
偶
者
も
届
出
が
必
要
）
退

職
後
に
国
保
医
療
課
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※�

手
続
き
に
必
要
な
も
の
…
年
金
手
帳
、

資
格
喪
失
日
が
確
認
で
き
る
書
類
（
退

職
証
明
書
、
資
格
喪
失
証
明
書
な
ど
）、

認
印
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交通事故のないやすらぎの大和路づくり
～ 大和の交通マナーを高めよう ～

春の交通安全県民運動
４/６（水）～４/15（金）
・４/10は「交通事故死ゼロをめざす日」
・�子どもと高齢者の交通安全
防止に努めましょう。
・�車に乗ったら必ず全座席で
シートベルトとチャイルド
シートをつけましょう。

町税の納期一覧　　〜納税は月末までにお忘れなく〜
問合せ　国民健康保険税…国保医療課（☎内線114）　　その他の町税…税務課（☎内線155）

◎納期限は月末（12月は25日）です。ただし、納期限が土曜・日曜日、祝日にあたる場合は、休み明けの平日になります。
◎特別徴収の場合は、それぞれの支給日に年金または給与から引き落としされます。

　月
地方税の種類 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

町県民税
普通徴収 ◎ ◎ ◎ ◎

給与からの特別徴収 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
年金からの特別徴収 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

固定資産税・都市計画税 ◎ ◎ ◎ ◎
軽自動車税 ◎

国民健康
保険税

普通徴収 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
年金からの特別徴収 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

んな時には け出を
国 民 健 康 保 険

　

学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
平
成
27
年

度
の
国
民
年
金
保
険
料
を
猶
予
さ
れ
て
い

る
人
で
、
平
成
28
年
度
も
引
き
続
き
在
学

予
定
の
人
に
対
し
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

３
月
下
旬
に
更
新
ハ
ガ
キ
が
送
付
さ
れ
ま

す
。
引
き
続
き
猶
予
を
希
望
さ
れ
る
人
は

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
返
送
し
て
く
だ

さ
い
。

※�

学
生
以
外
の
人
で
も
、
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
が
免

除
・
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
国
保
医
療
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
は

毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す

国
民
年
金

※�いずれの手続きにつきましても、印かん、個人番号（マイ
ナンバー）のわかるもの、本人確認書類が必要です。

こんなとき 持参するもの

加　
　
入

転入してきた 転出証明書
他の健康保険をやめた 健保の資格喪失証明書
他の健康保険の被扶養者から
はずれた 健保の資格喪失証明書

生活保護が廃止された 保護廃止決定通知書
子どもが生まれた 保険証

喪　
　
失

転出した 保険証
他の健康保険に加入した 保険証・健保の保険証
他の健康保険の被扶養者に
なった 保険証・健保の保険証

生活保護を受け始めた 保護開始決定通知書・
保険証

死亡した 保険証

そ
の
他

住所・氏名・世帯主などが変
わった 保険証

保険証を紛失・汚損した 本人確認書類・汚損の場
合はその保険証

修学のため子どもが他の市区
町村に下宿する 保険証・在学証明書

町
税
な
ど
の
収
納
業
務
を

委
託
し
ま
す

　

税
務
課
（
☎
内
線
１
５
５
）

　

斑
鳩
町
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
、
ペ
イ

ジ
ー
収
納
（
水
道
料
金
を
除
く
）
を
行
う

に
あ
た
り
、
平
成
28
年
度
の
町
税
な
ど
の

収
納
業
務
を
左
記
の
業
者
に
委
託
し
ま
す
。

委
託
先

コ�

ン
ビ
ニ
収
納
：
地
銀
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

ペ�

イ
ジ
ー
収
納
：
南
都
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

4
月
の
納
税

○
固
定
資
産
税（
第
１
期
分
）

　
　
…
税
務
課（
☎
内
線
１
５
３
）

納
期
限

５
月
２
日
㈪

お
忘
れ
な
く
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
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一
般
的
に
見
ら
れ
る
労ろ
う

作さ

性せ
い

狭
心
症
で

は
、
か
ら
だ
を
動
か
す
と
き
に
圧
迫
感
や

締
め
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
感
じ
の
胸
痛
が

起
こ
り
数
分
続
き
ま
す
。
こ
れ
は
心
臓
を

栄
養
す
る
冠か
ん

状じ
ょ
う

動ど
う

脈み
ゃ
く

に
粥じ
ゅ
く

状じ
ょ
う

硬こ
う

化か

症し
ょ
う

と
よ

ば
れ
る
動
脈
硬
化
が
起
こ
り
、
進
行
し
て

内
腔
が
狭
く
な
っ
て
血
流
が
悪
く
な
り
、

運
動
時
に
心
臓
の
筋
肉
が
一
時
的
に
酸
素

不
足
に
な
る
か

ら
で
す
。

　

安
静
時
に
起

こ
る
狭
心
症
も

あ
り
、
そ
の
中

で
多
い
の
が
異

型
狭
心
症
で
す
。
異
型
狭
心
症
は
日
本
人

に
よ
く
見
ら
れ
、
血
管
攣れ
ん

縮し
ゅ
く

性
狭
心
症
と

も
呼
ば
れ
、
冠
状
動
脈
に
明
ら
か
な
動
脈

硬
化
は
な
い
の
に
血
管
が
痙け
い

攣れ
ん

し
て
内
腔

が
極
端
に
狭
く
な
る
た
め
に
胸
痛
発
作
が

起
こ
る
疾
患
で
す
。

　

深
夜
、
早
朝
の
就
寝
中
や
安
静
時
に
胸

痛
発
作
が
起
こ
り
や
す
い
の
が
特
徴
で
す

が
、
早
朝
の
運
動
時
に
も
起
こ
り
、
喫
煙
、

過
呼
吸
、
ス
ト
レ
ス
、
不
眠
や
ア
ル
コ
ー

ル
過
飲
が
発
作
の
引
き
金
に
な
り
ま
す
。

胸
痛
に
冷
汗
や
嘔
吐
、
失
神
を
伴
う
時
が

あ
り
、
重
症
の
不
整
脈
や
心
筋
梗
塞
を
起

こ
し
て
突
然
死
す
る
人
も
お
ら
れ
ま
す
。

　

診
断
は
発
作
時
の
心
電
図
を
記
録
す
る

の
が
困
難
で
す
の
で
、
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル

検
査
で
冠
状
動
脈
造
影
を
行
い
、
動
脈
硬

化
が
見
ら
れ
な
け
れ
ば
薬
剤
を
投
与
す
る

誘
発
テ
ス
ト
を
行
っ
て
血
管
攣
縮
の
有
無

を
確
認
し
ま
す
。

　

治
療
は
禁
煙
と
カ
ル
シ
ウ
ム
拮き
っ

抗こ
う

薬や
く

の

服
用
が
有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
動
脈
硬
化
は
な
く
て
も
血
管
内

側
の
傷
み
が
見
ら
れ
、
や
が
て
内
腔
の
狭き
ょ
う

窄さ
く

が
進
展
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
経
過
観

察
が
必
要
で
す
。
ま
た
安
静
時
の
胸
痛
に

は
、
急
性
冠
症
候
群
と
呼
ば
れ
る
重
症
の

不
安
定
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
の
可
能
性
も

あ
り
ま
す
の
で
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療

が
大
切
で
す
。

　
奈
良
県
医
師
会

　
　

奈
良
県
橿
原
市
内
膳
町
５‒

５‒

８

　
　
（
☎
０
７
４
４
㉒

　
　
　
　

８
５
０
２
）

～
健
康
メ
モ
～

「
異
型
狭
心
症
」

奈
良
県
医
師
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

電
話
相
談
員

　
養
成
講
座
受
講
生
募
集

　

社
会
福
祉
法
人　

　
　

奈
良
い
の
ち
の
電
話
協
会
事
務
局

　
（
☎
０
７
４
２
㉟
０
５
０
０
）

　

い
の
ち
の
電
話
相
談
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

悩
み
を
持
っ
た
人
や
、
生
き
る
気
力
や
望

み
を
失
っ
た
人
に
、
明
日
へ
の
意
欲
と
自

信
を
取
り
戻
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
24
時

間
３
６
５
日
休
む
こ
と
な
く
電
話
を
通
し

て
相
談
者
と
と
も
に
考
え
な
が
ら
支
援
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

　

当
協
会
で
は
、
電
話
相
談
員
に
な
っ
て

い
た
だ
く
た
め
の
「
平
成
28
年
度
養
成
講

座
受
講
生
」
を
募
集
し
ま
す
。

開
講
期
間　

　

講
座
演
習
コ
ー
ス　

　

�（
前
期
）
５
月
７
日（
土
）～
７
月
23
日

（
土
）、（
後
期
）
９
月
３
日（
土
）～
11

月
19
日（
土
）、
原
則
と
し
て
毎
週
土
曜

日
の
午
後
２
時
～
４
時
30
分

　

体
験
実
習
コ
ー
ス　

　

�

12
月
～
平
成
29
年
９
月　

毎
月
２
回

（
計
20
回
と
後
半
で
深
夜
帯
１
回
）
の

相
談
実
習
お
よ
び
個
別
指
導
な
ど

開�

講
場
所　
Ｎ
Ｉ
Ｄ
会
館　

奈
良
市
西
大

寺
本
町
８
‐
27
（
近
鉄
大
和
西
大
寺
駅

北
口
か
ら
北
へ
歩
い
て
約
３
分
）

受
講
料

　

�

講
座
演
習
コ
ー
ス　

前
・
後
期
各

２
５
，
０
０
０
円
（
実
習
実
費
は
別
途

必
要
で
す
）

　

体
験
実
習
コ
ー
ス　
１
０
，
０
０
０
円

受�

講
資
格　
満
21
歳
以
上
70
歳
未
満
の
相

談
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
奉
仕
で
き
る

人
募
集
人
員　
50
人

締
切　
４
月
25
日（
月
）

※�

詳
し
く
は
、「
奈
良
い
の
ち
の
電
話
」

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募
集
要
項
、
講
座
内
容
、
申
込
書
が
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

「
憲
法
週
間
」
記
念
無
料
法
律
相
談

　
　
　

奈
良
弁
護
士
会

　
（
☎
０
７
４
２
㉒
２
０
３
５
）

日�

時　
５
月
11
日（
水
）午
前
９
時
30
分
～

12
時
・
午
後
１
時
～
３
時
30
分

場
所　
次
の
２
か
所
で
実
施
し
ま
す
。

　

・�

奈
良
弁
護
士
会
（
奈
良
市
中
筋
町
22

番
地
の
１
）
相
談
時
間
１
人
30
分
間

先
着
20
人

　

・�

経
済
会
館
（
大
和
高
田
市
大
中
１
０

６
‐
２
）
相
談
時
間
１
人
30
分
間
先

着
20
人

予�

約
受
付　
４
月
11
日（
月
）～
５
月
２
日

（
月
）電
話
予
約
（
奈
良
弁
護
士
会
）
で

先
着
順
。
受
付
時
間
は
平
日
午
前
９
時

30
分
～
午
後
５
時
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★鮭のマヨネーズホート★
材�料４人分　生鮭　300ｇ、しいたけ　３個、人参　1/3本、たまねぎ　1/2個、
コーン　大さじ４、乾燥パセリ　少々、酒　適量、マヨネーズ　60ｇ、ヨー
グルト　30ｇ、醤油　小さじ１、油　適量、アルミカップ　４個

作�り方　❶生鮭はサイコロ状に切り、酒をふりしばらく置く。❷しいたけ・人
参・たまねぎは細めに切る。❸フライパンに油をいれ❷とコーンを炒め、火
を止めマヨネーズから醤油までの調味料を加える。❹アルミカップの中に❶
と❸を入れ、乾燥パセリをふる。❺オーブンまたはオーブントースターで、
焦げ目がつくまで焼いたら完成。

栄
養
価　
１
人
分

　

エ
ネ
ル
ギ
ー 

１
３
８
㎉ 

・ 

　

塩
分 

０
．
２
ｇ

〈
一
口
メ
モ
〉

　

お
魚
と
野
菜
が
た
っ
ぷ
り
食
べ
ら
れ
る
、

昔
か
ら
あ
る
定
番
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
ご
飯
に

も
パ
ン
に
も
あ
う
献
立
で
、
お
弁
当
の
一
品

に
も
な
り
ま
す
。
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
と
ヨ
ー
グ
ル

ト
の
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
場
合
は
、
味
噌
と

醤
油
で
代
用
で
き
ま
す
。

　

お
家
で
も
ぜ
ひ

作
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

鮭
の
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
ホ
ー
ト

～ 
斑
鳩
町
の
各
事
業
に
お
け
る

　
　
経
費
な
ど
を

わ
か
り
や
す
く
ご
紹
介 

～

　

斑
鳩
町
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
、
施

策
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
、
一

人
あ
た
り
い
く
ら
か
か
っ
て
い
る
か
な

ど
、
そ
の
経
費
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
、

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
こ
で
、
斑
鳩
町
の
各
事
業
・
施
策
の

経
費
な
ど
に
つ
い
て
、
連
載
で
ご
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。

　　

今
月
号
で
は
、
一
通
当
た
り
の
証
明
書

自
動
交
付
機
の
運
営
管
理
費
用
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

一
通
あ
た
り　
５
２
９
円

日
曜
日
で
も
、
住
民
票
の
写
し
な

ど
を
と
れ
る
っ
て
聞
い
た
よ
。

役
場
１
階
に
あ
る
証
明
書
の
自
動

交
付
機
だ
ね
。
自
動
交
付
機
を
使

う
た
め
に
は
、
パ
ゴ
ち
ゃ
ん
カ
ー
ド
（
印

鑑
登
録
書
）
が
必
要
だ
よ
。

自
動
交
付
機
で
、
い
つ
、
何
の
証

明
書
が
と
れ
る
の
？

年
末
年
始
を
除
く
土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
の
午
前
８
時
か
ら
午
後
８
時

ま
で
、
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明

書
や
税
務
証
明
書
の
交
付
が
受
け
ら
れ
る

ん
だ
。

そ
れ
は
、便
利
だ
ね
。
と
こ
ろ
で
、

自
動
交
付
機
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
は
ど
れ
く
ら
い
な
の
？

平
成
26
年
度
に
、
自
動
交
付
機
の

管
理
運
営
に
か
か
っ
た
お
金
は
、

約
５
５
４
万
円
だ
よ
。
自
動
交
付
機
で
発

行
し
た
証
明
書
は
１
万
４
７
８
通
で
、
１

通
あ
た
り
約
５
２
９
円
が
か
か
っ
て
い
る

よ
。

自
動
交
付
機
も
便
利
だ
け
ど
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
、

コ
ン
ビ
ニ
で
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
を
と

れ
る
市
町
村
も
あ
る
っ
て
聞
い
た
け
ど
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
マ
ル

チ
コ
ピ
ー
機
に
よ
る
証
明
書
の
交

付
サ
ー
ビ
ス
だ
ね
。
斑
鳩
町
で
も
、
平
成

28
年
度
か
ら
導
入
の
準
備
を
す
す
め
る
よ
。

さ
ら
に
便
利
に
な
る
ね
。
斑
鳩
町

で
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
が
は

じ
ま
っ
た
ら
、
教
え
て
ね
。

も
ち
ろ
ん
だ
よ
。
広
報
で
住
民
の

み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
ね
。

　

今
回
は
、
証
明
書
自
動
交
付
機
の
経
費

に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
斑
鳩
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

や
諸
施
策
な
ど
に
か
か
る
経
費
な
ど
に
つ

い
て
、
み
な
さ
ん
に
ご
紹
介
し
、
日
ご
ろ

の
取
り
組
み
や
行
動
の
一
助
に
、
ま
た
参

考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

い
か
る
が
っ
子
の
給
食

～ 

み
ん
な
の

　
お
い
し
い

　
　
給
食
紹
介 

～

⓭

連載 

み
ん
な
の
ケ
イ
ヒ

（
経
費
）

 

み
ん
な
の
ケ
イ
ヒ

（
経
費
）

経費

❿



25 2016.4.  広報 

　平成28年４月からの指定ごみ
袋交付協力店をお知らせします。
　指定ごみ袋は、10枚入１袋
単位で交付しています。

（交付協力店および各公共施設）

可燃ごみの指定袋（3種類）
　〈交付手数料〉

大（45Ｌ相当）　450円
中（30Ｌ相当）　300円
小（20Ｌ相当）　200円

不燃ごみの指定袋（2種類） 枝葉・草類の指定袋（1種類）
　〈交付手数料〉

大（45Ｌ相当）　650円
中（30Ｌ相当）　400円

　〈交付手数料〉

（45Ｌ相当）　200円

※�町の資源物指定袋（ビン・缶類、ペットボトル、
その他プラスチック類用）は、平日（午前８時30
分〜午後５時30分）は、役場の環境
対策課で、土曜・日曜日、祝日およ
び平日の時間外は、役場東側入口す
ぐの宿直室にて配布しています。

問合せ　環境対策課（☎内線133）

温暖化
止まるも進むも

人次第

町の指定ごみ袋（可燃、不燃、枝葉・草類）交付協力店 （順不同）

町の指定ごみ袋（可燃、不燃、枝葉・草類）交付場所のお知らせ

店　　　名 住　　所 電話番号
小 野 製 菓 龍田北1−3−11 75−6785
西 川 乾 物 店 龍田1−1−24 75−2345
多 賀 米 穀 ･ 酒 店 龍田1−6−4 75−2172
セブン‐イレブン斑鳩町龍田店 龍田1−399 74−1219
笠 岡 煙 草 店 龍田2−3−7 75−2708
㈱谷村米酒店龍田本店 龍田2−3−7 75−2308
小 松 酒 店 龍田3−4−10 74−3008
安 本 石 鹸 店 龍田3−4−13 75−2418
森 口 建 材 店 龍田4−1−1 75−2209
斑 鳩 町 商 工 会 龍田南1−3−49 74−2500
北 原 白 水 堂 龍田南6−2−26 75−2201
シ ョ ッ プ ゐ ど 龍田西6−3−26 75−2809
イ オ ン い か る が 店 龍田西8−1−15 70−1100
奈 良 ギ フ ト 龍田西8−5−4 75−2071
ローソン斑鳩龍田西店 龍田西8−6−13 75−6188
虹 の 家 神南2−5−8 75−0008
大 和 バ ニ ー 神南5−2−6 74−1714
ら そ ら 神南5−14−13 70−1577
㈱谷村米酒店稲葉店 稲葉西1−3−5 75−3308
太 子 の 里 稲葉車瀬2−7−35 75−0603
北 村 印 刷 小吉田2−3−22 75−6884
伊勢津ドライ法隆寺営業所 服部1−4−22 75−5538
松田クリーニング店 服部1−12−14 75−2332
マ ル イ 堂 服部1−12−17 74−3639
松 本 電 気 商 会 服部2−20−10−101 74−1977
セブン‐イレブン斑鳩町法隆寺東店 法隆寺東2−3−28 75−7715
菓 子 徳 法隆寺1−1−5 74−3515
小 間 伊 商 店 法隆寺1−3−5 75−2167
八 百 市 商 店 法隆寺2−3−1 75−2218
めぐみの郷いかるが店 法隆寺2−６−25 43−6882
東 浦 呉 服 店 法隆寺南1−3−7 75−5291
つ ち や 化 粧 品 店 法隆寺南1−4−13 75−2131
㈱ 八 百 丑 興留５−11−21 74−5558
八 百 吉 法隆寺南1−6−27 75−2128
カ ギ の カ ネ シ ゲ 法隆寺南3−3−6 74−3083
斑 鳩 タ イ ヤ 商 会 幸前1−3−41 75−5674
木 田 商 店 幸前2−6−19 74−3508

店　　　名 住　　所 電話番号
魚 元 高安1−2−18 75−2049
セブン‐ イレブン法隆寺インター店 目安北3−3−10 75−7787
㈱ファーマシー木のうた 興留2−75 75−8970
㈱万　　　　　　　代 興留4−3−13 74−6697
ローソン斑鳩興留店 興留5−1−26 74−1721
松 楽 園 興留5−3−13 75−2579
西 本 牛 乳 社 興留5−14−9 75−2866
ヤ マ ト 興留6−17−1 74−0630
丸 幸 興留6−17−40 75−5691
多 賀 米 酒 店 興留7−2−7 75−2564
オ ク ダ 時 計 店 興留7−3−11 75−2585
フ ジ 薬 局 興留7−7−3 74−4508
嶋 田 た ば こ 店 興留9−2−11 75−5030
セブン‐イレブン奈良三室病院前 神南4−359−36 75−5301
㈱ボトルワールドＯＫ法隆寺店 龍田南４−５−３３ 70−1277
ファミリーマート斑鳩龍田南店 龍田南１−１−３２ 75−8023
セブンイレブン　ハートインＪＲ法隆寺駅南口店 興留９−１−１ 75−8021

施　設　名 住　　所 電話番号
役　　　場（環境対策課）法隆寺西3−7−12 74−1001
中　 央　 公　 民　 館 龍田南2−2−43 74−1511
東　　公　　民　　館 興留5−5−28 74−4122
西　　公　　民　　館 龍田西4−2−25 75−3911
ふれあい交流センターいきいきの里 法隆寺北1−13−15 74−0990
い か る が ホ ー ル 興留10−6−43 75−7743
中　 央　 体　 育　 館 龍田南1−1−61 75−3100
衛　 生　 処　 理　 場 幸前2−8−9 74−2371
三井浄水場（上水道課）三井1335 74−1401
生き生きプラザ斑鳩 小吉田1−12−35 70−1000

町指定ごみ袋（可燃、不燃、枝葉・草類）交付公共施設



●場所の記載がない場合、保健センターでの開催となります。
●斑鳩町に警報発令時には、検診・教室などを中止することがありますので「保健センター」へお問い合わせください。
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■ 健康相談予定表（事前申込要：電話申込可）

事　業　名 実 施 日 時　　間 定員 内　　　　　容

こころの健康相談
（精神保健福祉士による）₄月18日㈪ 13：00～15：00 ₂人 こころの病気かどうか心配である、最近

家族のようすがおかしいなどの相談

■ 個別検診委託医療機関
事業名 （個別検診）委託医療機関

前 立 腺 が ん
検 診

石崎整形外科・内科、植田医院、勝井整形外科、川本医院、坂本医院、藤岡内科医院、
前田クリニック、まつきクリニック、吉岡医院

乳 が ん 検 診 国保中央病院、奈良県西和医療センター、西の京病院、服部記念病院、平成記念病院、
ヤマト健診クリニック、大和郡山病院

子 宮 頸 が ん
検 診

新谷レディースクリニック、なんのレディースクリニック、吉岡医院
※町外委託医療機関でも受診することができます。

■ がん検診（集団）予定表（事前申込要：電話申込可）
事　業　名 実施日 受付時間 対　象　者 注　意　事　項

胃 が ん 検 診

4月27日㈬
4月28日㈭

5月17日㈫
5月18日㈬

8：30～
　10：00

35歳以上
（申込先着各20人）

○ 胃がん検診を受ける人は、検査前
日の夕食は消化の良いものにして、
午後9時までにすませてください。
検査当日の朝は、絶飲食です。
　（水・煙草・薬も飲まないでください）
※ 過去にバリウムを飲んで体調が悪
くなった人は申し込み時に必ずお
伝えください。
○ 喀たんの検査を希望する人は、当
日容器を保健センターで購入して
ください。（容器代270円）

胃がん・肺がん
セ ッ ト 検 診

8：30～
　10：00

40歳以上
（申込先着各70人）

肺 が ん 検 診 10：30～
　11：00

40歳以上
（申込先着各20人）

大 腸 が ん 検 診
（容器提出日） 5月11日㈬ 9：00～

　11：00 35歳以上 ○ 容器は事前に保健センターで購入
してください。（容器代300円）

子宮頸がん検診

5月14日㈯

12：45～
　13：15

20歳以上の女性
（申込先着30人）

平
成
27
年
度
に
町
の
検
診
を

受
診
さ
れ
て
い
な
い
人

○乳がん検診を受けられない人
・ペースメーカーを入れている人
・乳房形成術を受けた人
・授乳中の人
○子宮頸がん検診を受けられない人
・検査当日、生理中の人
※ 子宮頸がん・乳がん検診は2年に
1回です。
　 申込時に必ず、前回受診日をお知
らせください。

乳 が ん 検 診
（マンモグラフィ・

視触診併用）

12：45～
　13：30

40歳以上の女性
（申込先着40人）

子宮頸がん・
乳がんセット検診
（マンモグラフィ・

視触診併用）

14：00～
　14：45

40歳以上の女性
（申込先着60人）

☆検診時は、必ず健康手帳をご持参ください。
☆４週間前後で結果がわかります。異常の有無にかかわらず、検診結果を通知します。
☆�胃がん・肺がん検診当日は、ボタン・金具などのない無地のＴシャツなどで、体をしめつけない服装でお越し

ください。
　※検診で手話通訳が必要な人は fax でお申し込みください。
　※子宮頸がん・乳がん・胃がん・肺がん検診時には託児があります。希望の人は事前にお申し込みください。

☆乳がん検診と子宮頸がん検診の個別検診は、健康手帳のほかに受診票・検診票が必要です。
☆健康手帳・受診票・検診票は保健センターで発行しています。
☆子宮頸がん・乳がん検診は２年に１回です。
☆乳がん検診の個別検診の場合、マンモグラフィのみの検査となる医療機関があります。

家族そろってがん検診！

年間のがん検診日程の予定は、保健事業予定表（別冊）に掲載しています。
定期的にがん検診を受けることが大切です！積極的に検診を受けましょう‼

※がん検診の受診方法は、集団検診と個別検診の方法があります。



●申込先：保健センター（生き生きプラザ斑鳩内）土曜・日曜日、祝日休館
　☎0745�0001／ fax0745�0903　電話番号のかけ間違いにご注意ください。
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事業名 実施日 受付時間 対象者 内容等

1歳6か月児健診
（内科・歯科） 4月21日㈭ 12：45～

　13：30 Ｈ26年8・9月生
〇内科・歯科診察、身体計測など
持物：母子健康手帳、問診票
対象者には個人通知します。

わんぱく広場

4月26日㈫ 9：45～
　10：00 Ｈ27年6・7月生

○赤ちゃん体操・発達についての話など
持物：母子健康手帳、バスタオル
申込：4月25日（月）まで

5月9日㈪ 9：45～
　10：00

1歳～
1歳6か月児

○ 歯科衛生士による歯のみがき方、生活リズムに
ついての話など

持物：母子健康手帳、歯ブラシ
申込：5月6日（金）まで

離 乳 食 教 室 4月18日㈪ 13：15～
13：30

Ｈ27年12月生
Ｈ28年1月生

〇離乳食の話と試食
持物：母子健康手帳、筆記用具、お茶、タオル
申込：4月15日（金）まで

パパママスクール（春コース）～ドキドキわくわくハッピーマタニティライフ～

対象：妊娠中の人とその家族　　　持物：母子健康手帳　　　申込：各日の前日まで

テーマ 実施日 実施時間 内　　容
もうすぐ会えるね
～お産を知ろう～ 4月20日㈬ 13：30～

　15：30
助産師による妊娠中の過ごし方・お産についての話
妊婦体操

赤ちゃんの健康づくりはママの健康から
～お腹の中で赤ちゃんの体はつくられている～ 5月9日㈪ 10：00～

　12：00
栄養士による妊娠中に摂りたい栄養バランスの話
歯科衛生士からママと赤ちゃんの歯の健康についての話

赤ちゃんがやってきた！
～おふろ大好き～ 5月28日㈯ 10：00～

　12：00
助産師による沐浴指導
赤ちゃん人形を使って沐浴体験

　「初めての出産で不安」「母乳をしっかり飲んでいるか心配」「子育てしているとイライラしたり、
叱りすぎることがある…」など、妊婦さんや乳幼児の保護者の人は、気軽に相談してください。

お出かけ乳幼児相談・助産師相談がはじまります‼

場　所 日　時 実施日 対象 定員 受　付 持物

お で か け
乳幼児相談

東公民館 毎月第２木曜日
₉：30～11：00 4月14日（木） 妊

産
婦
・
乳
幼
児

各
日
２
人

予約制
（各日の
前日まで）
保健
センター
へ申し込
み

母
子
健
康
手
帳

西公民館 毎月第３火曜日
13：30～15：00 4月19日（火）

助産師相談 保健
センター

毎週月・水・金
₉：00～11：30

４
月

11日（月）・13日（水）・15日（金）・
18日（月）・20日（水）・22日（金）・
25日（月）・27日（水）

※保健センターでの乳幼児相談（身体計測）は、年４回となります。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

期
間　
平
成
28
年
５
月
～
平
成
29
年
２
月

場
所　
町
内
委
託
医
療
機
関

内
容　
血
液
検
査

対
象　

�

今
年
度
40
歳
に
な
る
人
お
よ
び
今

ま
で
受
け
た
こ
と
が
な
い
40
歳
以

上
の
人

費
用　
無
料

持
物　
健
康
手
帳
、
保
険
証

骨
密
度
測
定
の
お
知
ら
せ

日
時　
５
月
10
日（
火
）

　
　
　

午
前
９
時
～
11
時

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
町
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

定
員　
１
２
０
人
（
先
着
順
）

持
物　
健
康
手
帳

申
込　
４
月
12
日（
火
）～

※�

申
し
込
み
時
に
予
約
時
間
を
お
伝
え
し

ま
す
。

　
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
健
診
の

申
し
込
み
は
４
月
５
日（
火
）～
４
月

12
日（
火
）で
す
。
詳
し
く
は
広
報
３

月
号
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。



４月号
平成28年4月1日発行

（通巻607号）

人 の 動 き
　 ₂₈,₂₄₄人
　　（前月比　－₃）
　　男₁₃,₃₅₉人
　　女₁₄,₈₈₅人

　 　₁₁,₄₀₆世帯
　　（前月比　＋₆）

（平成28年２月29日現在）
問合せ
斑鳩町総務部まちづくり政策課
〒636-0198
奈良県生駒郡斑鳩町
法隆寺西3丁目7－12
☎　0745�1001
fax　0745�1011
※かけ間違いに注意！

　松山市との「観光・文化
交流都市協定」締結により、
今後さらに交流を深め、連
携・協力していくこととな
りました。斑鳩町と松山市
のお互いの発展・振興、魅
力発信など、いろいろな効
果が期待されます。
	 み

広報

ホームページ
http://www.town.
       ikaruga.nara.jp/
E メール  info@town.ikaruga.nara.jp

＊�この「広報斑鳩」は町内の全家庭に直接お届けしています。ご
近所で配布されていない家庭がありましたらご連絡ください。
問合せ：役場総務課（☎0745�1001　内線273）ISO14001を認証取得しました

（斑鳩町役場）

●
お
す
す
め
の
本
●

282016.4.  広報 

■ 

町
立
図
書
館

水
曜
日
の
お
は
な
し
会

　
（
毎
月
第
２
水
曜
日
）

日
時　
４
月
13
日

　
　
　

午
後
２
時
か
ら

協
力　
ひ
こ
は
な
絵
本
の
会

対
象　
０
歳
～
６
歳

土
曜
日
の
お
は
な
し
会

　
（
毎
月
第
３
土
曜
日
）

日
時　
４
月
16
日

　
　
　

午
後
３
時
か
ら

協
力　
お
は
な
し
さ
ん
ぽ

対
象　
０
歳
か
ら

場
所　
い
ず
れ
も
多
目
的
室

定
員　
各
25
人

（�
先
着
順
。
会
場
が
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
た
場
合
は
、
子
ど
も
さ
ん

を
優
先
と
し
ま
す
）

■ 

中
央
公
民
館
図
書
室

０
歳
か
ら
の
絵
本
の
じ
か
ん

　
（
毎
月
第
２
火
曜
日
）

日
時　
４
月
12
日

　
　
　

午
前
11
時
か
ら

対
象　
０
歳
～
４
歳

定
員　
10
人

※�

日
程
変
更
が
あ
る
月
は
、
あ
ら

か
じ
め
広
報
・
図
書
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

町
立
図
書
館
の
休
館
日
に
つ
い
て

　

５
月
６
日（
金
）は
い
か
る
が

ホ
ー
ル
全
館
休
館
の
た
め
休
館
と

し
、か
わ
り
に
５
月
５
日（
祝
・
木
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
臨

時
開
館
し
ま
す
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
後
の

休
・
開
館
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

お
は
な
し
会
・
読
み
聞
か
せ

　

町
立
図
書
館
、
中
央
公
民
館
図

書
室
で
は
毎
月
お
は
な
し
会
や
読

み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
参

加
無
料
・
申
込
不
要
で
す
。
ぜ
ひ

一
度
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

入
学
式
の
記
念
写
真
に
お
ば
け

が
写
っ
て
し
ま
い
、
桜
小
学
校
は

生
徒
が
た
っ
た
五
人
に
減
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
廃
校
の
危
機
に
頭

を
悩
ま
せ
る
か
ほ
る
校
長
先
生

へ
、
思
わ
ぬ
助
っ
人
が
手
を
貸
し

ま
す
。
か
ほ
る
校
長
先
生
と
助
っ

人
た
ち
の
奮
戦
の
結
末
は
い
か

に
。

　

こ
ん
な
小
学
校
な
ら
、
大
人
で

も
行
っ
て
み
た
い
と
思
え
る
作
品

で
す
。

市
川
宣
子　

著

佼
成
出
版
社

『
み
ん
な
のおば

け
小
学
校
』

一、�歴史と文化を大切にし、貴重な遺産を次の世代に
伝えます。

一、�恵まれた自然との調和をはかり、やすらぎのある
まちにします。

一、�人権を尊重し、心のふれあ
うまちをめざします。

一�、�ともに生き、ともに学び、
未来を拓く活力のあるまち
にします。

一�、�知恵と力を出し合い、住み
よいまちを築きます。

町民憲章（平成９年５月９日制定）
わたしたちは、聖徳太子ゆかりの斑鳩のまちに住むこと
を誇りとし、「和」の精神を尊び、明るく豊かな郷土を
つくります。

町
の
木
・
く
ろ
ま
つ

�聖徳太子とゆかりのある
松山市の○○温泉。
さて何でしょう？

〈４月11日㈪必着〉
応�募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電

話番号を書いて、「〒636–0198 斑鳩町役場・広報
クイズ係」まで。正解者のなかから、抽選で２人
に図書カードをプレゼントします。プレゼントの
当選は、発送をもってかえさせていただきます。

３月号のクイズの答　接種（応募総数17）

Q

町政や広報に
ついてのご意
見・ご要望も、
お書き添え
ください。

▲

4/29
（金）

4/30
（土）

5/1
（日）

5/2
（月）

5/3
（火）

× ○ ○ ○ ×
5/4

（水）
5/5

（木）
5/6

（金）
5/7

（土）
5/8

（日）

× ○ × ○ ○

お
知
ら
せ

●申込・問合せ　町立図書館
☎	 0745�7733
fax	0745�7735
E-mail：mailmaster@libraryikaruga.jp
HP：http://www.libraryikaruga.jp/ 図書館図書館図書館


